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1.概 説

r

r

1.シ ス テ ム の.概 要

　本 システムは、4ビ ットマイク ロコンピュータ応用製品の開発業務 におげ る各工場 での作業 を支援

し、応用製品の開発能率 の向上 と信頼性の向上 を図 るものである。

,本システムは、CP/Mと 呼 ばれ るオペ レーテ ィング ・システムを もったフロッピーデ ィスクベー

スの開発 サポー トシステムで ある。開発 サポー トする対象は、次にあげた4ビ ッ ト1チ ップマイク ロ

コンピュー タである。

①UCOM43シ リーズ

②MB8840シ リーズ

③TLCS43シ リーズ

④HMCS40シ リーズ

(日 　電)

(富 士通)

(東 　芝)

(日 　立)

本機は、 これ らの プロセ ッサに対 し、次のサポー トをしている。

① ク ロスアセンブラ

②　 逆 アセンブラ

③　　シミュレータ

④ フローチ ャ一 夕

　 また、音 声発生機能 を有 してお り、 キー入 力の音声 エコーバ ック、オブジ ェク ト・コー ドの照合か

でき、操作性が向上 している。

　本 システムは、本体、CRTデ ィスプレイ、プ リンタ、 プロッタ、　PTR、 　PTPで 構成 されてお

り、本体 に接続 する機器 が多い。自已診断プ ログ ラムは、こうした機器 と本体 が正常 に接続 されてい

るか どうかを調 べ、その結果 を画面 に表示す る。本体 自身の検査 については、CRTを 接続 して、内

部 にあるブー ト ・ス トラップROMを 、 自己診断ROMに 差 し替 えて行 う。

　 ここで、本 システ ムがサ ポー トしている、アセンブラ、逆 アセンブラ、 シミュレー タ、 フローチ ャ

ー久について
、簡単 にそ の機能 と使 い方 を説 明 してお く。

　(1)ク ロスアセンブ ラ

　ソース プログラムを読み込 んで、アセンブル し、アセンブル リス 〉及びオブジェク トプログ

ラムを出力する。

　 4ビ ッ トマ イ コ ン の ソ フ トを作 成 す る ユ ー ザ は 、 シ ス テ ム の 設 計 、 コ ー デ ィ ン グ を行 っ て 、 ソー ス

、プ ロ グ ラ ム を作 成 す る 。 ソ ー ス プ ロ グ ラ ム は 、 人 間 の 目 に わ か りや す い ニ モ ニ ック で 書 か れ て お り、

こ の ま ま で は 、 マ イ コ ン に 記 憶 で き な い 。 そ こ で 、 この ク ロス ア セ ン ブ ラ を用 い て 、 ニ モ ニ ック か ら

機 械 語 を 作 成 す る の で あ る 。 機 械 語 で で きた プ ロ グ ラ ム を オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ロ グ ラ ム とい い 、 ア セ ン

一1一



プ ル して 作 成 さ れ た 、 こ の オ ブ ジ ェク ト ・プ ロ グ ラ ム を 、 す ぐに 実 機 に載 せ な い で 、 ま ず 、 シ ミ ュ レ

ー タ で ロ ジ ック の 誤 りや 、 コー デ ィ ン グ の 誤 りを 検 査 す る。

(2)シ ミ ュ レ ー タ

　 オ ブ ジ ェク トプ ロ グ ラ ム の 命 令 コ ー ドに よ り、 プ ロ セ ッサ の各 種 レ ジ ス ター 、RAMの 状

態 、'入 出 力 ポ ー ト等 の 状 態 を シ ミ ュ レ ー シ ョン 、 動 き を ト レー ス す る 。

9

　ユーザは、 このシ ミュレー タを用い て、プ ログラムの トレースを し、動作 を確認す ることができる。

誤 りがみっか ると、命令コー ドを書 き替えた り、 レジスタの内容 を変更 した りして、 プログラムの修

正を しなが ら、 トレー スを続け ることがで きる。 こうして、ひ ととお り修正箇所 を抜 き出 して、 ソー

スプログ ラムをテキス トエデ ィタで修正 し、アセンブル を行 う。 シミュレータでデバ ッグされた プロ

グラムを評価用機器や実機 に載せ、ハー ドウェアを含んだ総合テス トを行 う。そ こで発見 された誤 り

を修正 し、最終プログラムを作成す る。総合テス トでは、通常PROMを 用 いる。　PROMに よ る命

令 コー ドの修正やテス トを繰 り返 して、 プログラムを作成 し、逆 アセンブラを用いて、 ソースプログ

ラムに復元す ることもで きる。

(3)逆 ア セ ン ブ ラ

　 こうして作成された、最終 ソースプ ログ ラムに対応 したフローチ ャー トを作成 し、 プログラム仕様

書 と共 に ドキ ュメン トとして納品するので ある。

　(4)　 フ ローチ ャ一夕

2.シ ス テ ム 構 成

　本 システムは、本体(FDDを 含む)、 　CRTデ ィスプレイ、 プ リンタ、　XYプ ロ ッタ、　PTR

(紙 テ ー プ リーダ)、PTP(紙 テー プパ ンチ ャ)、 音声発生機 によ り構成 され る。
、
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li.ハ ー ド ウ ェ ア

τ

1.本 　体 　 仕 　 様

'CPU　 　 　　 Z80A　 　 4MHz

・RAM　 　 　 　 　64K　 Byte　 DRAM

・ROM　 　 　 　　 　2K　 Byte

●システムパス　 IEEE　 S100パ ス

・フロ ッピーデ ィスク

　　　　　　 8イ ンチ　 両面倍密度

　　　　　　 2MByte容 量 、　 IBMフ ォーマ ット

　　　　　 片面単 密 、両面単密使用可

　　　　　 倍密度時書 き込み補償

・インター フ ェース

シ リアル入出力

パ ラレル入力出力

内予 備用の入 出力

　　パ ラレル入 力

　　　　　　出力

　　 コン トロール

　　 シ リアル入 出力

　 3ch

各4ch

1ch

lch

4bit

lch

2.本 　体　構 　成

構　成 　基 　板

　　　 ・CPUボ ー ド

　　　 ・FDCボ ー ド

・ メモ リー ボ ー ド

・1/℃ ボ ー ド 　 2枚

`
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　 ドライバ

BUS

リフレッシュ

コン トロール

コン トロール

ドライバ
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VFO
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5.周 　 辺 　 装 　 置

　 (1)　 コン リールCRT

　使 い易さ、見やす さよ り、LSI社 の、ADM3Aを 採用 した。

　　 仕　様

　　　　　 『.　1　2　inch

　　 　　　 ・80キ ャラ×24ラ イン　　　1920キ ャラクタ

　　　　　 ・1キ ・ラクタ5。 コ×7タ テの ド ・トマ ト|)■ ス

　　　　　 ・59KEYの ボー ド　　　 (英 数字 十コン トローーーール)

　 (2)プ リ ン タ ー

　 ドットマ トリクスシ'リアルプ リンターのモデル1540Pを 採用。低 価格、鮮 明印字 である。

　　 仕　様

　　　　　 ・印字速度　　 125CPS

　　 　　　 ・印字　　　　両方向印字

　　　　　 ・文字構成　　 7×9ド ッ ト　　 10文 字/イ ンチ

　　　　　 ・行間 ・　 　　 1/6イ ンチ

　　　　　 ・師 速度 　 1・行/秒 　 (FFFD)

　 (3)X・Yプ ロ ッタ

　 インテ リジェン ト機能 を内蔵、 ソフ トウェァーの負担 を減 らした、W×4631Rを 採 用、速い作

図 と共に自動紙送 り装置 によ り、多量の作図 に対処

　　 仕　様

　　　　　　・記録範囲　　 381×254皿m(A3版 用)

　　　　　　・距離精度　　移動距離の±0.2%以 下

　　　　　　・反復精度　　 O.　15㎜ 以 下

　　　　　　・作図速度　　軸方向最大400㎜/sec

　　 　　　　・分解能　　　 O.　1　mm

　　 　　　　・ペ ン　 　 　 ボールペ ン又はフ ァイバーペ ン　 1本

　　　　　　　　　　　　　自動紙送 り装置付

　 (4)紙 テープ リーダー

　　高速 で信頼性 のある、DPT7を 採 用、 ラックマ ウン トタイプで本体 内に収納

　　　仕　様

　　　　　　・読取速度　　 500列/S(50Hz)　 　 600列/S(60Hz)

　　　　　　・読取　　　　光　電　式

　　　　　　 '駆 動　　　　キャプスタンピンチローラー方式

一8一
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(5)紙 テープパンチャー

小型紙テープパンチャー　 DPT26Aを 採用、コスパクト、低価格である。

　仕 様

　　　　・穿孔速度　　　 50列/S

　　　　・穿孔方式　　　同期 トリカー方式

(6)音 声合 成 装 置

LPC方 式による音声合成にて発声、本体 ラック内に収納されている。

　仕 様

　　　　・合成方法　　　線形予測法

　　　　・音質　　 　 　 男声

　　周辺装置接続方法

・CRT

・ プ リ ン タ

・X .Yプ ロ ッタ

・PTR

・PTP

・音声合成

RS232C　 　 (RD.　 TD.　 G　 の み)

セ ン ト ロニ ク ス 方 式

RS232C

ハ フ レル

8bit　 パ ラ レル デ ー タ

4bit　 コ ン トロー ル

ハ フ レル

8bit　 パ ラ レル デ ー タ

4bit　 　 コ ン トロ ー ル

ノ、フ レル

8bit　 パ ラ レ ル デ ー タ

4bit　 コ ン トロー ル

'
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4.ラ ッ ク マ ウ ン ト図

　　　　　 本体 ラ ック正面図　 1/5
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皿　 ソ　 フ ト　 ウ ェ　ア

「

1.ク ロ ス ・アセ ン ブ ラ

1.1機 能 概 要

　 紙テー プ リーダまたは フロッピーデ ィスクよ り、 ソース ・フ'ログラムを読み込み、所定 の形式のオ

ブジ ェク トプログラムを、紙テー プパンチ ャまたはフロッピーデ ィスクに出力する。

　 アセンブル リス ト、 クロス リフ ァレンス リス ト、オブジェク トプ ログ ラム出力は、それぞれ ユーザ

の指定 によ り出力 しない こともある。ユーザ指定 はコンソールで行 う。

1.1.1　 ハ ー ドウ ェ ア 構 成

Key　 Console
○

Floppy　 Disk

－13一



1.1.2処 理 概 要

開　始

　 1

イ ニ シ ャ ラ イ ズ

メ ッセージ出力
コマ ン ド　 出力

紙テープ入力 1

ソース ・フ ァイル 作 成

■
●

ソース ・フ ァイル 読 み 込 み

　 　 　 　 pass

ラベル ・テーブル 作 戦

終　了

　 1

ソース ・ファイル作成

　　　　 ・pass2

アセンブル ・リス ト・プリン ト

オブジェク トプログラム作 成

終　　了

し

'A

ソース ・ファイル 読 み 込 み

クロス リファレンス

テ ーブル　作 　成

ヨ 了

ク ロス ・リフ ァレンス ・リス ト

　 　 プ リ ン ト

オブ ジェク ト出力

　 　 　 　 　紙 テープ

　 　 　 　 　 ・

ディスク

オブジェク ト・テ〔フパ ンチ オプジェク ト

プアイル登録

1喝

終　了
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1.2　 入 出 力 関 連 図

ア セ ン ブ ル ・ リス

ク ロス ・リフ ァし・ン ス

③

回
　　　　　 デ ィスク ・ソース ・

　　　　　　　プ アイル

④

○
　ワークファイル

(テンポラリファイル)

(ドライブB)

デ ィスク ・

オブジェク ト・

　 　 ファイル

説 　明

① コンソール よ りアセンブ ラの起動及び、 コン トロールパラメータ、 ソースファイル名 を入力す

　 る。

②　 コン トロールパ ラメータで紙 テー プ入力を選択 してい る場合、 ソーステープを リーダよ り読み

.込み、 ワーク7ア イル を作成 してテープ内容 を.ファイルにセーブする。(④)

　 (フ ァイノレ名'$$$.$$$)

③ コン トロー ルパ ラメータでフ ロッピーデ ィスク入力 を選択 している場合、ソースフ ァイルを、

　 フ ロッピーデ ィス クより読 み込む 。

④ ② で読み込んだ ソー スプログラムを、 フロー ピーデ ィスクに作成 したワークフ ァイルに格納 し

　 アセンブル時 には、 ワーク ファイルか ら読み出 して処理 を行 う。アセンブル終了時 には ワーク フ

　 ァイルは削除 す る。

⑤ コン トロールパ ラメータで フロッピーデ ィスク出力を選択 している場合、オブジェク トプログ

　 ラムをフロ ッピー デ ィスクに格納する。

⑥ コン トロー ルパ ラメータでアセンブル リス ト出力及びク ロス リファレンス リス ト出力指定 を し

　 てい る場合 、それぞれ を出力する。

⑦ コ.ントロー ルパ ラメー タで紙テー プ出力を選択 している場 合、オブジ ェク ト・プ ログラムを、

　紙テー プパ ンチ ャーに出力す る。
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4.5 アセ ン ブ ラの起 動 及 び コン トロー ル パ ラ メー タ

1.3.1　 起 　 　動

各アセンブラの起動 は、次の指示による。

　 o　 μCOM43シ リーズ

　　　　'A>　 ASUCOM43　 CR

　 O　 TLCS43シ リーズ

　　　　 A>　　 ASTLCS43　 CR

　 O　 MB8840シ リーズ

　　　　 A>　 ASMB8840　 CR

　 o　 HMCS40シ リーズ

　　　　 A>　 ASHMCS40　 CR

　　 　 注)　 A>は 、CP/MのOSに よ り出力され る。

s

1.5.2　 コン トロール ・パラメー タ

次 のコン トロールパラメー タによ り、 ユーザは必要 な入出力装置及び リス トを選択で きる。.

①*CPU:〔 プ ロセッサ名 〕

②*INPUT　 DEVICE(A/B/P):〔B〕

③*FILE　 NAME:入 力 フ ・イル名、型名

④*δBJECT　 OUT(Y/N):〔Y〕

⑤*6BJECT　 TYPE(O/1):〔O〕

⑥*δUTPUT　 DEVICE(A/B/P):〔B〕

⑦*FILE　 NAME:出 力 フ ァイル名 、型名

⑧*ASSEMBLE　 LIST(Y/N):〔Y〕

⑨*CROSS　 REFERENCE　 LIST(Y/N):〔Y〕

　(注)(1)　 〔 〕内は、あらか じめプログ ラムによ り指定 したパ ラメータである。 このままでよい な

　　　　 らば、 ユーザはCRを 入 力 し、変更す るな らば、(　 )内 で示す他 のパラメー タを入力

　　　　 し、CRを 入 力す る。

　　　 (2)出 力 フ ァイル名は、 フロッピーデ ィスク内にない名前 を定義 する。型名 は、フ ァイルの

　　　　 形式 を示す もので、 ソース ・フ ァイルな らば'.SRC"オ ブ ジェク ト・フ ァイル ならば、

　　　　　 '.COM'と い うように使用す る。 フ ァイル名は8文 字以内である。

　　　 (3)プ ロセ ッサ名は、次の ようにプログラムされ る。

　　　　　　 ・UCOM43シ リーズ　 　 〔UCOM43〕

　 　　　　　 ・TLCS43シ リーズ　　 〔TLCS43〕

　 　　　　　 ・MB8840シ リーズ　　 〔MB8841〕
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　　　　　　 ・HMCS40シ リーズ 　　 〔HMCS45〕

説 .明

① シ リーズ ・フ ァミリー中の どのタイプのプロセ ・サにっいてアセンブルするかを指定する。

② 入力装置 の指定 を行 う。(A/B/P)

　　　　　　　　　　　　　　!上;1三三1:三ll
③ ②でAま たはBを 指定 した場合 に表示 され、 フ ァイノし名、型名 を入力する。

④ オブジ ェク トプログラムの出力指定 を行 う。(Y/N)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L± ぽ ㌶:
⑤MB8840シ リ1ズ 及びHMCS40シ リーズに対 してのみ、オブジェク ト・フォーマ ット

　 の指定が可能 である。(O/1)

　　　　　　　　　　　　E;二;㌘ ㍍ 式
⑥ 出力装置の指定を行 う。(A/B/P)

　　　　　　　　　　　　　　[三1三慾
⑦ ⑥ でAま たはBを 指定 した場合 に表示 され 、フ ァイル名、型名 を入力する。

⑧ アセンブル ・リス トの出力指定 を行 う。

⑨ ク ロス ・リファレンス ・リス トの出力指定 を行 う。

1.4　 入 出 力 デ ー タ

　 1.4.1　 入 力デー タの種類

　 (1)　 コ ン トロールパ ラメー タ

　 (2)　 ソース プログラム

CRTコ ン ソー ル

フ ロ ッ ピー デ ィス ク ま た は 紙 テ ー プ リー ダ

1.4.2　 出 力データの種類

(1)オ ブ ジ ェク ト・プログラム　 　フロ ッピーデ ィスクまたは紙テー プパ ンチ ャ

(2)ア セ ンブル リス ト　　 　　　　CRT及 び シ リアル プリンタ

(3)ク ロス リフ ァレンス リス ト　　 CRT及 び シ リアル プリンタ

(4)出 力 メ ッセー ジ　　 　　　 　 CRT

(注)(2)、(3)、(4)に つ いては 、別紙20～22を 参 照の こと。
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1.5　 入 力 デ ー タ の 形 式

　 1.5.1　 コン トロールパ ラメー タの形式

　 4.3を 参 照の こと。

　 1.5.2『 ソースプ ログラムの形式

　 7項 を参照 のこと。

　 1.5.5　 ソース及びオブ ジェク トプ ログラムフ ァイルの形式

　CP/Mマ ニ ュアルを参照 のこと。

　 1.5.4　 オ ブジェク ト　 フォーマ ッ ト

別紙1の オブジェク ト・フォーマ ットを参照の こと。

　 1.5.5　 CRTへ の 出力 メッセージ

(1)　 FILE　 NOT　 FOUND

該 当 のフ ァイル名が デ ィレク トリにない。CP/Mに 戻 る。

(2)　 NO　 DIRECTORY　 SPACE

　 ワー ク ・フ ァイル又は、オ ブジ ェク ト・ファイル を作成 しよ うとした際、デ ィレク トリ内に、新規

フ ァイル名 を登録 するエ リアがない。CP/Mに 戻 る。

(3)REFERENCE　 TABLE　 OVER

　 リフ ァレンス ・ワーク ・エ リアがオーバー フロー した。　 CP/Mに 戻 る。

(4)　 ASSEMBLE　 END

　ア センブルが終 了 し、CP/Mに 戻 る。

(5)　 　ERRORS=ZZZ9
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o

全 エラーの個数 を出力する。(ゼ ロサプ レスで表示する)

(6) ALREADY　 ENTRIED　 FILE

　新 規 にフ ァイル を作成 しよ うと した場 合、デ ィレク'トリ内に同一のフ ァイル名 が既に登録され てい

た。　 CP/Mに 戻 る。

1.6　 エ ラ ー コ ー'ド 表

　 アセンブル時 の ソース プログ ラムの エラーについて 、次のようなコー ドを出力す る。

エ ラ ー ・コ ー ド 意　　　　　　　　　　味

A ア ドレスの割 り付 けが メモ リをオー バー している。

E 演算子 の記述が間違 ってい る。

F オ ペラン ドが不足 している。

1 使 用で きない文字 が記述 されてい る。

P 同 じラベルが2度 以.上的義 され ている。

Q ニ モ ニ ック が 間 違 っ て い る 。

R 参 照 するア ドレスが間違 っている。

S ス テー トメン トの記述 が間違 っている。

u 未 定義 のラベルである。

V オペ ラン ドの値 が、命令の要求する範囲を超えてい る。

注)　 アセンブル リス トの出力指定 において'N'を 指定 し、 リス ト出力な しでアセンブル をして

　　 いてエラーが発見 された場 合、そ のソースステー トメン トの部分 のアセンブル ・リス トをCR

　 　 T上 に示 し、 アセンブルを実行 する。

t.7　 ソ ー ス ・プ ロ グ ラム の 形 式

　 1.7.1　 ステー トメン ト(文)の ・構成.

ソース ・ステー トメン トは、次の各 フィール ドよ り成 る。

ラベ ル フ ィー ル ド

↑

①

命令 フ ィール ド

↑

②

オ ベ ラ ン ドフ ィー ル ド コ メ ン トフ ィー ル ド ◎
↑

③
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　 ソース ・ステー トメン ト間は、CR、LFで ター ミネー トされるが、CRを 読 む ことによって、ス

テー トメン トの終わ りを判断する。

　各 フ ィール ド間の判定は、それぞれ次のよ うに行な う。

①1桁 以上のSPACE又 は、　TABに よ り行 う。

　　　又、1桁 のコロン(:)で も行 う。(た だ し、 ラベルのない場 合は不要)

②1桁 以上 のSPACE又 は 、TABに よ り行 う。

③1桁 以上 のSPACE又 は、TABに よ り行 う。

　　　又、1桁 のセ ミコ ロン(;)で も行 う。

　なお、上記各 フ ィー ル ドは、 ソース ・ステー トメン ト中 に必 ず しも存在 しない ものが あり、それ ら

の フィール ドは、必要 に応 じて記入すれ ばよい。

喝

1.7.2　 文 　　字

ソース ・ステー トメン トを記述 する際に、使用できる文字は次 の通 りである。

(1)英 　 字　 　 A～Z(26文 字)

(2)数 字 　 0～9

(3)演 算 字　　 +、 一

(・)特雑 ・・*$△(・PACE)⑬(TA・)・?⑱ ⑯@@一

　 :　 ラベル フィール ドのター ミネー トに使用できる。

　 ;　 コメン トフ ィール ドの先頭 に使用 で きる。又、ステー トメン トの先頭にあると、 コメン ト文

　　　 とみ なす。

　 *　 ステー トメン トの先頭に ある と、 コメン ト文 とみなす 。

　　　 MB8840シ リーズ、　HMCS40シ リーズの分岐命 令のオペ ラン ドフ ィール ドの先頭に

　　　 ある と、現在の ロケー シ ョン ・カウンタのア ドレス を示す。

　 $　 UCOM43シ リー ズ、　TLCS43シ リーズの分岐点命令のオペラン ドフ ィー ル ドの先頭

　　　 にあると、現在の ロケー シ ョン ・カウンタのア ドレス を示す。

鯉:;∴;㌶ 巖;。.
@)ス テー トメン トの ター ミネー ト鞭 用する。

⑪CRと 対 で通常用 いるが、ター ミネー トの判1定に しふ 。

⑯　　　}無 効 コー ドとして読み とばす。輌

HMCS40シ リー ズのORG命 令 のオペ ラン ド内で、　ROMペ ー ジとペー ジ内ア ドレス と

の間の接続子 と して用い る。

文 字 の 使 用 コ ー ドは 、ASC11コ ー ドを 用 い る 。
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一ー
コ メ ン トフ ィー ル ド中 に お い て は 、20(16進)～5F(16進)コ ー ドの 文 字 を全 て 使 用 で き る。

■

　 1.7.5　 数 　　値

　オペ ラン ドフ ィール ド中で記述 できる数値 は、10進 数 、16進 数 である。数字は 、左側桁がMS

B側 とする。

(1)lo進 数

　　　 (形 式)　 数 字

　　　　　　　　　 0～9の 文字 で記述 され る。

　　　　 (修F9)　 　　1、　2、　10

(2)16進 数

　　　 (形 式)　 一処 搬

　　　　　　　　　 ① 　 　 　②

　　　　　　　　　 0～9、A～Fの 文字 によって記述 され る。

　 ①め形式 ………UCOM43シ リーズ、　TLCS43シ リーズ、MB8840シ リーズ

"　 　　　　　　　 先頭 の文字が0 ～9以 外 で始まる時は
、先頭 に　'0'を 付加する こと。

　 ② の形式 … … …HMCS40シ リーズのみ。

　　　　 (例)　 ①9CH、 　 OA3H、 　 ②#5A、 十F3

　 　 (注)　 HMCS40シ リーズの、　ORG命 令 のオペ ラン ドの数値は次のように記述す る。

　　　　　　　　　 ORG　 　XX-YY

　 　 　　　 XX:10進2ケ タの数字(ROMベ ー ジ)

　 　　　　 YY:OO～3Fの2ケ タの16進 数 字(ROMア ドレス)

　 1.7.4　 式

　式 はオペ ラン ドフ ィール ド中のみ記述 でき、 ラベル、定数、又は ロケーシ ョンを示す串(*)を 演

算子 によ り結合 した もの である。式 については、次の通 り定 める。

(1)演 算 子は、'十'(加 算)、'一'(減 算)

(2)連 続 した演算子の使用はで きない。

(3)式 に おいて空 白の使用は許 されない。

(4)式 の値 は、左か ら右へ順に評価す る。

　　　　 (例)　 15十3-6→12

(5)式 で扱 うデー タは16ビ ッ トで扱い、演算結果 も16ビ ットで扱 う。

(6)式 の最初 には、演算子は記入 できない。

　以上、上記 の ものを満足 しない式 は、演算子 の記述 エラー(E)と み なす。

　　　　 (例)JMP$+令1CH
　　　　　　　　　　　　　空白
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　 1.7.5　 ラベルフィー ル ド

　 ラベル ・フ ィール ドは、必要 に応 じて記 入するが、デー タを定義す るEQU(又 はSYMBδL)

命 令では必ず記入する必要がある。第1桁 が、SPACE又 はTABで あ るとラベルは無い とみなす 。

又、第1桁 が、　 t*'(又 は;)で あ ると、コメン ト文 とみ なす。

　 ラベルは、次のよ うに定 める。

(1)ラ ベ ルは6文 字以内の英数字及び'@'、'?'で あ り、第1桁 が英字又は'@'、'?'で ある

こと。

(2)ラ ベルの重複定義はで きない。

(3)ラ ベ ルには、そのステー トメン ト中の命 令に割 り当て られたア ドレス を示す もの と、EQU命

令 の場 合のよ うにオペ ラン ドのデータを示す もの と、2種 類 ある。

◎

1.7.6　 命令 フィール ド

実行命令、又は擬似命令を記入す る。擬似命令は、制御命令であるので、機械語 に変換 され ない。

　 1.7.7　 オペラン ド・フィール ド　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　 '一

実行命 令、擬似命令に付随 したオペラン ドを記入 する。命令に よっては、オペ ラン ドの不要 な もの

もある。オペ ラン ドに記述 されたデー タは、命令の要求 を満 たす値でなければいけ ない。オペ ラン ド

には、数値、 ラベル、式が ある。

　 1:7.8　 コ メ ン ト フ ィ ー ル ド

　 ソ ー ス ・ス テ ー ト メ ン トの 注 釈 と して 記 入 す る 。 セ ミ コ ロ ン(;)が フ ィー ル ドの 先 頭 に あ る と、

そ れ 以 降 を コ メ ン ト ・フ ィー ル ド と して 扱 う 。 コ メ ン トに は 、20(16進)～5F(16進)の 文 字

が 使 用 で き る。

1.7.9　 命 　 　令

各 プロセ ッサに使用で きる実行命令、擬似命 令については、別紙3～17を 参 照の こと。

2.逆 ア セ ン ブ ラ

2.1機 能 概 要

　紙テー プ リーダ または フロッピーデ ィスクよ り、オブジェク ト・プログラムを読み込み、逆 アセン

ブル リス トをプリンタに出力す る。

　逆アセンブル リス トは、ユーザの指定 によ り出力 しない こともある。ユーザ指定はコンソールで行

う。また、この リス トをフロッピーデ ィス クに登録す ることもできる。

`

一22一



・

Floppy　 Disk

'

一

・

ハー ドウェア構成

 

12. 1⑨

・・

　

.

○

・
Key　 Conso

PTPNTER

23

 

、

●

.



2.1.2処 理 概 要

(開 　 始)

イ ニ シ ャ ラ イ ズ

メ ッ セ ー ジ 出 力
コ マ ン　ド 入 力

オブジ ェク ト読み込み

メモ リ ・セーブ

,

レ ブジ・ク ・逆 変 換

1・ ベ ル ・テーブル作成 1

終

　 　 ノ

了

●

オブジ ェク ト取 り出 し

逆アセンブル ・リス ト

　 　 　プ リン ト

終　　了

　 A
>

A

リス ト ・フ ァ イ ル 作

・曹

オブジ ェク ト取 り出 し

逆ア センブル ソース

　　 　出　力

終　了

.

(　 終了　 )

'
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■

2.2 入 出 力 関 連 図

⇒
示
パ
表
メ

指示パラメータ

逆 アセ ンブル テ ー プ' 逆 ア セ ン ブ ル ・

リス ト

回
　　　　　 ディフク ・オブジェク ト

　　　　　　 ・ソァイル

○
　 ワ ーク フ ァイ ル

(テ ンポラリファイル)

(ド ライブB)

回
　　　　　 デ ィスク逆 アセンブル

　　　　　　　 ソースフ ァイル

処 理 　内　容

① コンソール よ り逆アセンブ ラの起動及び、コン トロールパ ラメータ、オブジ ェク トファイル名

　 を入力する。

② コン トロールパ ラメー タで紙 テープ入力を選択 している場 合、オブジェク トテープ をリーダー

か ら読ん で、 メモ リにセーブす る。

③ コン トロールパ ラメー タでプロ ・ピーデ ィスク入力 を選択 している場合、オブ ジェク トファイ

　ル をフロッピーデ ィスクか ら読んで、 メモ リにセーブする。

④ コン トロールパラメー タでプロ ・ピーデ ィスク出力 を選択 している場合、逆ア センブル ソース

　プログラムをフロ ッピーデ ィスクに格納する。

⑤ コン トロー ルパ ラメー タで逆アセンブル リス ト出力指定 を している場合 に出力する。

⑥ コン トロールパ ラメー タで紙テープ出力を選択 している場合、逆 アセンブル ・ソー ス ・プ ログ

　 ラムを紙テープパ ンチ ャに出力する。
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2.ろ 　 逆 アセ ン ブ ラ の起 動 、 及び コ ン トロ ール パ ラ メー タ

2.5.1起 動

各逆ア センブ ラの起動は、次の指示による。

　 oUCOM43シ リーズ

　　　 A>RVUCOM43　 CR

　 oTLCS43シ リーズ

　　　 A>RVTLCS43　 CR

　 OMB8840シ リーズ

　　　 A>RVMB8840　 CR

　 OHMCS40シ リーズ

　　　 A>RVHMCS40　 CR

　 　 注)　 'A>'は 、CP/Mの δSに よ り出力される。

■

2.5.2　 コン トロールパ ラメータ

次のコン トロールパ ラメー タによ り、ユーザは必要 な入出力表置 と、 リス トを選択 できる。

①*CPU〔 プ ・セ ッサ名 〕

②*INPUT　 DEVICE(A/B/P):〔B〕

③*FILE　 NAME:入 力 フ ァイル名、型名

④*6UTPUT　 DEVICE(A/B/P/N):〔N〕

1⑤*FILE　 NAME:出 力 フ ァイル名、型名

⑥*REVERSE-ASSEMBLE　 LIST(Y/N):〔N〕

　 (注)パ ラメー タの指示方法、 プ ロセ ッサ名及び 、ファイル名の指示方法 については、ク ロス

　　　 ・アセンブラ3項 と同様 である。

説 　明

① シ リーズ ・ファミリーの中の どの タイプのプ ロセ ッサについて逆アセンブルす るか を指定す

　 る。

② 入力装置の指定 を行 う。(A/B/P)

L紙 テ_ブi)_ダ_

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 デ ィスク ドライブB

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 デ ィスク ドライブA

③ ② でAま たはBを 指定 した場合 に表示 され、 フ ァイル名 、型名 を入力する。

■
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◆

④ 出力装置の指定 を行 う。(A/B/P/N)

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力 しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 テープハ ンチ.ヤー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イスク ドライブB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イスク ドライブA

⑤ ④ でAま たはBを 指定 した場合 に表示 され、フ ァイル名、型名 を入力す る。

⑥ 逆 アセンブル リス トの出力指定 を行 う。

2.4　 入 出 力 デ ー タ

　 2.4.1　 入 力データの種類

(1)　 コン トロールパ ラメLタ 　 　 　　 　　CRT

(2)オ ブ ジェク トプログラム　　　　　　フロ ッピーデ ィスク又は紙テープ リーダー

　2.4.2　 出 力デー タ の種類

　(1)逆 ア センブル リス ト　　　　　 　　　CRT　 及 びシ リアルプ リンタ

(2)逆 ア センブル ・ソース プログラム　 　フロッピーデ ィスク又は紙テー プパ ンチ ャー

　(3)　 出力 メッセージ　　　　　　　　　　CRT

　 (注)　 (1)、(3)にっ い ては、別紙23、24を 参照の こと。

2.5　 入 力 デ ー タ の 形 式

　2.5.1　 コ ン トロール パ ラメー タの形式

　 3項 を参照の こと。

2.5.2　 オ ブ ジ ェ ク ト フ ォ ー マ ッ ト

別 紙1の オ ブ ジ ェク トフ ォー マ ッ トを 参 照 の こ と。

2.5.5　 ソース プ ログラムの形式

クロスアセンブラ7項 を参照の こと。

2.5.4　 ソー ス及びオブジ ェク トプ ログ ラムファイルの形式

CP/Mマ ニ ュアル参照 のこと。'

2.5.5　 CRTへ の 出 力 メ ッセ ー ジ

(1) FILE　 NOT　 FOUND

－27一
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　 該当のフ ァイル名 が、デ ィレク トリにない。　 CP/Mに 戻 る。

　 (2)　 Nδ 　 DIRECTδRY　 SPACE

　 ソース ・フ ァイルを作成 しようとした際、デ ィレク トリ内に新規 フ ァイル名を登録す るエ リアがな

い。　 cP/Mに 戻 る。

　 (3)　 ALREADY　 ENTRIED　 FILE

,

新規 にフ ・イルを作成 しよ うとした場合・デ ・レク トリ内 に同二の フ ァイル名 が既に登録 されてい

た。　 CP/Mに 戻 る。　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　 '

　 (4)　 REVERSE-ASSEMBLE　 END

逆 ア セジブルが終了 ・、CP/Mに 戻 ・。.

5.シ ミ ュ レ ー タ

5.1機 能 概 要

　 紙 テ ー プ リー ダ ま た は フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク よ り、 オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ロ グ ラ ム を 読 み 込 み 、 命 令 コ ー

ドに よ り4ビ ッ トマ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タの 各 種 レ ジ ス タ 、RAMの 状 態 、 入 出 力 ポ ー ト等 の 状 態 を

シ ミ ュ レー シ ョン し、CRTに 表 示 しな が ら プ ロ グ ラ ム を トレ ー ス す る 。

　 5.1.1　 ハ ー ドウ ェ ア 構 成

　　　　　　　　　　　　　　PTR　 @.　 Fl。ppy　。、、k
●

　　　　　　 RT
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5.1.2処 理 概 要

力
力漂㌻芸

オ ブジ ェク ト読み込み

メモ リ・セー ブ

コ マ ン ド 入 力

　 　 　 解 析

コ マ ン ド 解 析

デ ー タ 設 定

コマン ド解析

内容 ダンプ

コマン ド 解 析
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5.2　 入 出 力 関 連 図

　　　　　　　　　　　　… ト… 　 回 ㌘竺 ト'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　③

　　　　メッ七一シ
　　　　 表 示

　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 シミュレータ

　　　 コマンド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1④
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △

説 　明

① コンソール よりシミュレー タの起動 、コン トロールパ ラメー タ及び、各種 コマン ドを入力する。

　 また、その結果 をCRTに 表 示す る。

② コン ト・一ルパ ラメ一 夕で紙テー プ入力を選 択 している場合、オブジェク トテープを リー ダよ

　　り読み込み、メモ リにセー ブする。

③ コン トロールパ ラメータでフロ・ピーデ ィスク入力 を選択 している場 合、 オブジェク トフ ァイ

　 ルをフロッピーデ ィスク より読 み込み、 メモ リにセーブする。

④ シ ミュレータコマン ド'SM'に よ り、」btジ.ク トを音声発生装置 とCRTに 出力する。

5.3　 シ ミ ュ レ ー タ の 起 動 、 及 び コ ン トロ ー ル パ ラ メー タ

　5.5.1　 起 　 　動

各 シミュレー タの起動は、次の指示 による。

　　　oμCOM43シ リーズ

　　　　　A>　 SMudOM43　 CR

　　 　oTLCS43シ リーズ

　　　　　A>　 SMTLCS43　 CR

　　 　oMB8840シ リーズ

　　　　　A>　 SMMB8840　 CR
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oHMCS40シ リーズ

　　A>　 SMHMCS40　 CR

　 　注)'A>'は ・CP/MのOSに よ り助 され る。

5.5.2　 コ ン トロール パ ラメー タ(1)

次 の コン トロールパ ラメー タによ り、ユー ザは必要 な入力装置 を選択できる。

①*CPU:〔 プ ロセ ッサ名 〕

②*INPUT　 DEVICE(A/B/P):〔B〕

③*FILE　 NAME:入 力 フ ァイル名、型名

(注)　 パ ラメータの指示 、プロセ ッサ名及び、 フ ァイル名 の指示方法については、ク ロス ・アセ

　　　 ンブ ラ3項 と同様 である。

説　明

① シリーズ 、フ ァミリー中のどのタイプのプロセ ・サについてシミュレー トす るかを指定す る。

② 入力装置 の指定 を行 う。(A/B/P)

L紙 テ ー プリ_,'_

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア ィスク ドライブB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア ィスク ドライブA

③ ② でAま たはBを 指定 した場合に表示され、 フ ァイル名、型名 を入力す る。

　 5.5.5　 コン トロールパラメータ(2)

　 次 の コマ ン ドを入力することによ り、ユーザは プログラムをシミュレー トし、その内容 を確認、修

正 できる。

①*Bn　 CR

　 　　 XXXX-YYYY　 CR

②*BYE　 CR

③*Cr-X-Y　 CR

④*CM　 XXXX　 CR

　 　　 YY-ZZ　 CR(Yy-ZZ　 LFで 継 続)(注)HMCS40シ リーズ:YYY-ZZZ　 3ケタ

⑤*CPm　 CR

⑥*DR　 CR

⑦*DM　 XXXX-YYYY　 CR

⑧*DPm　 CR

⑨*DRAM　 CR

⑩*GXXXX　 CR

⑪*GI　 CR
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⑫*SM　 XXXX　 CR

⑬*S　 CR

⑭ 　 　CR

　 　(注)　 表示 イメー ジは、別 紙25-27を 参 照の こと。

説 　明　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　、

① ブ レークア ドレスの設定 を行 う。(XXXX:旧 ブ レークア ドレス、　YYYY:新 ア ドレス)

　 　 YYYY=FFFF.で ブ レーク解除 となる。ブ レークポイン トは2カ 所設定 できる。プ レー

　 ク時 には 、プログラムカウンタ 、ステ ップカウンタ、全 レジスタの内容 を表示する。YYYYを

　 省略す ると内容は変化 しない。

② シ ミュレータか ら、CP/Mへ 復帰 する。

③ γレジスタの内容XをYに 変 える。Y入 力 を省略す ると内容 は変化 しない 。

④ ア ドレスXXXXの オ ブジェク ト・コー ドYY(OR　 YYY)をZZ(OR　 ZZZ)に 変 え

　 る。LF入 力 で、次のア ドレス を指 し、(HMCS40は ボ リノ ミナルア ドレス)そ の内容 を示

　 して、修正待 ちとなる。CRで コマン ドに戻 る。

⑤ ポー トmの 状態を変更す る。各種 プロセ ッサによ り、mに 該当す る文字が異な る。又、ポー ト

　 の ビット数 もタイプによ り異 なるが 、シ リーズ中で最大 のピッ ト数 を内部で持 ち、下位 のタイプ

　 の ものは使用 しない部分 のポー トを'O'と す る。

⑥ 全 レジスタの内容 を表示する。

⑦ ア ドレスXXXXが 、　YYYYま で の内容 を表示する。

⑧ ポー ト鵬の状態 を表示する。

⑨ デー タRAMの 内容 を全 て表示する。

⑩ ア ドレスXXXXよ りプログラムをRUNシ ミュレー トす る。

⑪ 　外部割込み端子 に信号が入 力された場合 をRUNシ ミ ュレー トする。割込み禁止状態 にな って

　 いる場合、何 も動作 しないで コマン ドに戻 る。

⑫ ア ドレスXXXXか ら、オブジ ェク トデータをCRT及 び音声装置 に出力 し、スペース ・キー

　入力で 次 のア ドレスの内容 を出刀 してい く。CRキ ー入力でコマ ン ドへ戻る。

⑬1ス テ ・ブ トレースを行 う。プログ ラム ・カウンタ、スタ ックレベル、ス タック、全 レジス タ

　 及び フラグの状態 を、1ス テ ップ毎 に全て表示する。表示後、続 けて1ス テ ップ トレースを行 う

　場 合は、スペース ・キー を入力す る。CRを 入 刀する とコマン ドに戻る。

⑭　 RUNシ ミ ュレー ト中 に、コマン ドに戻す。

、

5.4　 入 出 力 デ ー タ

5.4.1　 入 力デー タの種類

(1)指 示 コマン ド　 　　　 　　 CRTコ ン ソール

(2)オ ブ ジ ェク トプログ ラム　 　フロッピーデ ィスク又は紙テープ リーダ
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　5.4.2　 出 力デー タの種類

(1)　 出力 メッセー ジ　　　　　　 CRT

(2)コ マ ン ド実行結果 　　　　　CRT

(3)　　 　　 〃　　　　　　　　　CRT及 び音声出力装置

　 (注)　 (1)、(2)、(3)につ いては、別紙25～27を 参 照 のこと。

5.5　 入 出 力 デ ー タ の 形 式

5.5.1　 指示 コマン ドの形式

3項 を参照の こと。

3.5.2　 オブ ジェク ト・フォーマ ット

別紙1の オブジェク ト ・フォー マ ットを参照の こと。

3.5.5　 オ ブジェク トプ ログラムファイルの形式

CP/Mマ ニ ュアル参照の こと。

5.5.4　 CRTへ の 出力メ ッセー ジ

(1) FILE　 NOT　 FOUND

該 当 のフ ァイル名がデ ィ レク トリにない。　 CP/Mに 戻 る。

(2) STACK　 OVER PC=XXXX

　 シ ミ ュ レ ー ト中 に 、 シ ミ ュ レー タ ・ス タ ック の ネ ス テ ィ ン グ ・レベ ル を 越 え た場 合 、 レベ ル ・オー

バ ー した時 の プ ロ グ ラ ム ・カ ウ ン タ(PC)の 内容 を 表 示 し て
、 コ マ ン ドに 戻 る 。

(3) SIMULAE　 END

シ ミ ュレ ー タ ・コ マ ン ドの'BYE'を 入 力 す る と
、 こ の メ ッセ ー ジ を 出 力 し、　C　P/Mに 戻 る。

3.5.5　 音 声 発 生 の 形 式

オ ブ ジ ェク トの デ ー タ を 上 位 桁 よ り、読 み 上 げ る 。
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4.フ ロ ー チ ャ ー ト

4.1機 能 概 要

　 紙 テ ー プ リー ダ ま た は フ ロ ッ ピー デ ィス ク よ り、 ソー ス プ ロ グ ラ ム を読 み 込 み 、 フ ロ ー チ ャ_ト を

XY－ プ ロ ッタ に 作 図 す る 。

4.1.1　 ハ ー ドウ ェ ア 構 成

CRT

1
Key　 Console

－

kSエ　DyPPO　F回
/
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4.1.2処 理 概 要

(開 　 始 )

レ ー シ ・ラ・ズ

メ ッセ ー ジ 出 力
コ マ ン　ド 入 力

〈一　紙テープ入カー 〉

ソ ー ス ・フ ァ イ ル 作 成

・
一

ソースファイル 読み込み

ソ ー ス 解 析

　 　 フ ロ ー チ ャー ト

終　了

(終 了)
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4.2　 入 出 力 関 連 図

メッセーン

　表 示

③

同 一 ・一 ・イル

①一 フ ロ ー チ ャ ー ト

ドラ フ タ

⑤

④

○

　 ワ ーク ・フ ァイ ル

(テ ン ポ ラ リ ・フ ァイル)

(ド ライブA)

フ ロ ー チ ャ ー ト

処 理 　 内 　 容

① コ ン ソー ル よ リフ ロ ー チ ャー ト ドラ フ タ の起 動 及 び 、 コ ン トロー ル パ ラ メ_タ 、 ソ_ス フ ァィ

　 ル 名 を入 力 す る.

② コ ン ト ロー ル パ ラ メー タ で 紙 テ ー プ 入 力 を 選 択 して い る場 合 、 ソー ス ・テ ー プ を リー ダ ー か ら

　 読 み 込 み 、 ワー ク ・フ ァ イル を作 成 して テ ー プ 内 容 を フ ァ イル に セ ー ブ す る 。(④)

　 (フ ァ イ ノレ名 　　$$$.　 8S$)

③ コ ン トロ ー ル パ ラ メー タ で 、 プ ロ ・ ピー デ ィス ク 入 力 を選 択 して い る場 合 、 ソ ー ス ・フ ァイ ル

　 を フ ロ ッ ピー デ ィス ク か ら読 み 込 む 。

④ ② で読 み 込 ん だ ソー ス ・ブ コグ ラ ム を 、 フ ロ ッ ピー デ ィス ク に 作 成 した ワー ク ・フ ァ イ ル に 格

　 補 し、 作 図 処 理 時 に は 、 ワ ー ク フ ァイ ル か ら読 み 込 む 。 作 図 終 了 時 に は 、 ワー ク ・フ ァイ ル は 削

　 除 す る 。

⑤X-Yプ ロ 。 タへ 、 フ ・一 ・チ ・一 ト を作 図 出 刀 す る 。
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4.3 フ ロ ー チ ャー ト作 図 の 起 動 、 及 び コ ン トロ ー ル パ ラ メー タ

4.5.t　 起 　 　動

各作図 プ ログ ラムの起動は、次の指示 による。

　　 oμCOM43シ リーズ

　　　　 A>　 FCUCOM43　 CR

　 　 OTLCS43シ リーズ

　　　　 A>　 FCTLCS43　 CR

　 　 oMB8840シ リーズ

　　　　 A>　 FCMB8840　 CR

　 　 oHMCS40シ リーズ

　　　　 A>　 FCHMCS40　 CR

　 　 　 注)　 'A>'は 、CP/MのOSに よ り出刀され る。

4.5.2　 コ ン トロールパ ラメータ

　　 次 のコン トロールパ ラメー タによ り、ユーザは必要 な入 力装置 を選択できる。

①*CPU:〔 プ ロセ ッサ名 〕

②*INPUT　 DEVICE(A/B/P):〔B〕

③*FILE　 NAME:入 力 フ ァイル名、型名

④*CHART　 FEED　 FUNCTION(Y/N):〔Y〕

⑤*DATE　 (MM/DD/YY):月/日/年

⑥*NORMAL　 START　 POSITION(Y/N):〔Y〕

⑦*START　 LABEL　 NAME:作 図 開始 ラベル名

⑧*DRAFT　 READY(Y/N):〔Y〕

　 注)(1)　 〔〕内はあらか じめプログラムによ り、指定 したパラメータである。 このままでよいな

　　　　 らばユーザはCRを 入 刀 し、変更す るならば 、()内 で示す他のパ ラメータを入力 し、

　　　　　CRを 入 刀する。

　　　(2)プ ロセ ッサ名は、次の様 にプロ・グ ラムされ る。

　　　　　　 ・μCOM43シ リーズ 　〔UCOM43〕

　 　　　　　 ・TLCS43シ リーズ　 〔TLCS43〕

　 　　　　　 ・MB88'40シ リーズ 　〔MB8841〕

　 　　　　　 ・HMCS40シ リーズ　 〔HMCS45〕

・コン トロールパラメータの説明

① シ リーズフ ァミリーの中の どの タイプのプロセ ッサ についてフローチ ャー トを作図す るかを指

　定する。
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② 入刀装置の指定を行 う。(A/B/p)

　　　　　　　　　　　　　　[三1㌶ll
③ ② でAま たはBを 指定 した場 合に表示 され、フ ァイル名 、型名 を入 力する。

④ 使用するX-Yプ ロッタの紙送 り装置 の有無 を指定する。

　　　　　　　　　　　　　 (Y/N)

　　　　　　　　　　　　　　上 灘 ㌢
⑤ 今 日の 日付を月/日/年 の順で入刀する。

　　　例)56年2月20日 の場合

　　 *DATE(MM/DD/YY):02/20/56　 CR

⑥ フ ロー チ ャー トをその プログラムフ ァイルの先頭か ら作図す るか ど うかを指示す る。

　　 'Y'な らば、先頭か ら作図す る。

⑦ ⑥ で'N'の 入 力をす ると表示 されるシステムは、 ここで指定 され たラベル名 を探 し出 し、そ

　 のステー トメン トか らフ ローチ ャー トを作図 し始 める。

⑧ 作図開始の指示 を入刀す る。ユーザはX-Yプ ロ ッタのペンへ ・ ドの リセ ・ト及び用紙のセ ッ

　 トを してお く。

　注)使 用 できるX-Yプ ロ ッタは、渡辺測器社製 のWX　 4631型 又 は、　WX　 4631R型 と呼

　　 ばれ るプロッタである。

4.4　 入 出 力 デ ー タ

4.4.1　 入 力 デ ー タ の 種 類

(1)　 コ ン ト ロー ル パ ラ メ ー タ

(2)　 ソー ス プ ロ グ ラ ム

CRTコ ン ソ ー ル

フ ロ ッ ピー デ ィス ク 又 は 、 紙 テ ー プ リー ダ

4.4.2　 出 力 デ ー タ の 種 類

(1)　 フ ロー チ ャー ト ・ リス ト　 　 　 　 X-Yプ ロ ッ タ

'(2)　 出 刀 メ
ッセ ー ジ 　 　 　 　 　 　 　 　CRT

　 (注)(1)、(2)に っ い ては 、 別 紙28、29を 参 照 の こ と。

一38一



ふ

4.5　 入 出 力デ ー タの 形 式

4.5.1

4.5.2

4.5.5

4.5.4

4.5.5

コ ン トロールパ ラメータの形式

　 4..3項 を参照 のこと

ソース ・プ ログ ラムの形式

　 1.7項 を参照 のこと

ソース ・プ ログラム ・フ ァイルの形式

　 CP/Mマ ニ ュアルを参 照のこと

フローチ ャー トの形式

　 4.　5.　6項 を参照のこと

CRTへ の 出力メ ッセージ

(1) FILE　 NOT　 FOUND

該当 のフ ァイル名がデ ィレク トリにない。　 CP/Mに 戻 る。

(2) FLOW　 CHART　 DRAFT　 END

フローチ ャー ト作図が終 了 し、CP/Mに 戻 る。

(3) NO　 DIRECTORY　 SPACE

　 ワーク フ ァイルを作成 しよ うとした際、デ ィレク トリ.内に新規 フ ァイル名 を登録するエ リアが ない。

CP/Mに 戻 る。

　(4)　　 ALR　 E.ADY　 ENTERIED　 FILE

新 規 にフ ァイルを作成 しよ うとした際、デ ィレク トリ内に同一のフ ァイル名が既 に登録 されていた。

CP/Mに 戻 る。

(5) NOT　 FOUND

　 フローチ ャー トをプログ ラムの途 中か ら作図 させる場合に、ユーザが指定 した作図開始 のラベル名

が見つか らなか った。CP/Mに 戻 る。
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4.6　 使 用 す るチ ャー ト(記 号)

記　　　　　号 名　称 意　　　　　　　 味

○ 端　　子
開始、終了、停止 などの流れ図の端子

を表わす。

入 出 力 情報の入力または出力を表わす。

処　　理 あらゆる種類の処理機能 を表わす。

定義済み

処　　理

サブルーチンなどの別の場所 で定義さ

れた命 令群 を表わす。

判　　断
い くつかの択 一的径路の うちどの径路

をとらせ るかを決 める判断、スイ ッチ

を表わす。

流 れ 線 記号を結びつける機能を表わす。

○ 結 合 子
流れ図 のほかの場所への出口、又はほ

かの場所 か らの入 口を表 わす。

注)上 記の記号は、情報処理 のJIS規 程 を適用 している。
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4.7　 チ ャー トで示 す 内 容

命令の機能を、記号内に記入する。

　 例

　　　(命 令)　 　　　　　　　(フ ローチ ャー ト)

　　　 LAB　 　　　　　　　　　　　B　 →　 A

　　　　IY⇒Y+1-Y

4.8　 作 　 図　 命 　 令

　 4.8.1用 紙

　本 システムで使用す るプロッタは、紙送 り装置付 きのX-Yプ ロ ッタを標準 と してk・ り、用紙は、

そのプロッタ専用の用紙を使用する。紙送 り装置のないプロ ッタを使用する場 合は、A-3版 の用紙 を

使用する。(A-3サ イズ 　380㎜ ×250　 mm)

　 4.8.2作 図 命 令

　本 システムで使用 するプロッタは 、インテ リジェン トプロ ッタと呼ばれ る もので、プロ ッタメー カ

ー よ り、提供 されてい る作図命 令 を用いて作図するようにプログ ラムする。作図命令の詳細は、別紙

18、19を 参 照 の こと。

　 4.8.5　 プ ロ ッ トデザイン

　下図に示 すよ うに、 フローチ ャー トを作図する。

作図開始

　　　①　 　　　 　　　②　　　　 　　　 ③

① 一 ② 一 ③ 順に、フローチ ャー トを作図する。
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4.8.4　 チ ャー トサイズ及び作図順序

チ ャー ト(処 理記号)の 寸法及び、作図の順番を次のように定める。

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 (単 位:mm)

　 　 3.OR

　 -一 ＼s　 ①　 　 　 　 ▲

　　 ④(⊂==⊃)③ ・・

　　　　　ト_£ 。一一一 ↑

S:作 図 開始点

　S　 　　 ①　　　　　↓

④[==]② ・・
　　　　　　　　　　　　 ↑

③

30.0

　S　　　①

⑥↑匝==]
↓

↓②6.o

温二才 ↑

S

ー④

①
_L

③

30、0

②12.0

　 ↑

④/〃
s　 ① 一　 1

/%一一

③　 一→

30.0

㊨一2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　.

↓

S

孕 《

已 イ

丁
_」_18 .0

」 一

　 S　 　 ↓

(○已
　　　　 ↑

S

←計

_⊥
　 」_② 　6.02
.0

　　↑④　③　↑
　 　 0.6
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4.8.5文 字 サ イ ズ

(1)チ ャー ト内 に記 述 す る 文 字 は 、 高 さ1.7～2,5mmの 大 き さ で 描 く。

　　　　　　「-T-一 　　　　　　　　　　　　'オペランドにある文字数が多いと
　　　 　　　　 1.7～2.5mπ　 　 　　　 　　　 　　 　 文字 の大 きさは1,7　mmと な る。

　　　 　 ＼

　 　 　 　 　 』書 き 始 め

(2)コ メ ン ト文 は 、 高 さ2.5　 mmの 大 き さ で描 く 。

(3)コ メ ン トフ ィー ル ドの コ メ ン トは 、 高 さ1.7㎜ の大 き さ で 描 く。

(4)チ ャー ト内 に記 述 す る矢 印 は 、 次 の よ う に描 く。

　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　 O.5mm

し

　　　 →

一

≧

2π π 一一

　　　↑
←1
.5ηπ

(5)文 字 間隔は、次 のよ うに定める。

　　　　　　∩B
　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　 チ ャー ト内 　 　 　 :1.　5　'一　2.　5　mm

　　　　　　　　　　　　　　　　 δ:文字間隔{
　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　 コメン トフ ィール ド:1.3mm

　　　　　　-」

(6)判 断 記号 の分岐先 に付け る'Y'に つ いて、次の ように定め る。

　 4.8.6　 ソー スプ ログラム中の コメン トの扱い方

(1)コ メ ン ト 文

　コメン ト文は ラベルのプロ ット位置 よ り2.5mの 高 さの文字でステー トメン トのそのままの内容 を

プロットす る。
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」

δ

結合子 を記述 し、チ ャー ト改行す る。

(2)コ メ ン ト文字列

　コ メン ト欄に あるコメン ト文字列 を記述す る場合、チ ャー トの横7mmの 位 置 よ り　 7-5)で 定 め

る大 きさで記述 する。記述 できる文字数は、最大20字 で ある。

　 これを越 すコメン トについ ては記述 しない。

　 4.8.7　 ソー ス ・プ ログ ラム中の文法エラーについて

　ソース.プ ログラム中に不明なニモ ニ ックが ある場合、イタリック体 で、その内容 を処理記号内に

示 し、処理記号の左横5㎜ の位置 に'?'を 記 述する。

5. .自 　 己 　 診　 断

5.1機 能 概 要

　本サポー トシステムで用いる周辺機器の検査を簡便に行えるように、本体側と、周辺機器 との間で

テス トを行 う。

　 各周辺機器 に対 して、次 のよ うな処理 を行 う。

　　 1)プ 　 リ　 ン　 タ　 :テ ス ト印字

　　 2)X-Yプ ロ ッタ　 :テ ス トプロット

　　 3)紙 テ ープパ ンチヤ ニテス トハ ンチ

　　 4)紙 テー プリーダ　 :テ ス トリー ド

　　 5)音 声 出 力 装 置 　 :テ ス ト音声出力

　 ユーザーは、 これ らの機 器の検査 をCRTを み なが ら、機器の選択 を指示 し行 うことができる。指

示 は 、 コ ン ソー ル で 行 う。
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なk..本 診断 プ 。グ ラムは、C　P'/⑯ と呼ばれるOSの 管理の もとでデ,ス クか ら・一 ドされて

動作する。従 って、デ ィスクについての検査 は省 く。

　 5.1.1　 ハ ー ドウェア構成
d

PTR

○
Floppy　 Disk

口q
Voice　 Generator
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5.1.2処 理 概 要

(開 　 始)

イ ニ シ ャ ラ イ ズ

・ ・セー ジ助1

プ ・;・ チ ・。ク1

プ ロ ッ タ　 チ ェ ック

『パ ン チ ャ　 チ ェ ック

リー ダ ー 　 チ ェ ック

音 声 発 生 チ ェック

(終 　 了)
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5.2　 入 出 力 関 連 図

.
[
UD

テス ト音声 出力

テス ト印字 テス トパンチ

説 　明

① コンソールよ り自己診断 プ ログラムの起動 及び、指示 コマ ン ドを入刀する。

② ③で出刀 したテス ト ・テー プを リーダ よ り読み込み、CRTに そ の内容を表示する。　ASC　 11

　 文字 コー ド以外は、　 '・'(ピ リオ ド)を 表示す る。

③ASCIIコ ー ドの20H(空 白)か ら5AH('Z')ま でのコー ドを順 にパ ンチ ャに 出刀

　 し、CRTに そ の内容 を表示 する。

④ プリンタに別紙31に 示 す印字 を行 う。

⑤X-Yプ ロ ッタに別紙32に 示 すプロ ・トを行 う。

⑥ 音声出刀装置 に、アル フ ァベ ットの出刀を行 う。

5.5自 己 診 断 プ ロ グ ラム の 起 動 、 及 び コ ン トロ ー ル パ ラ メー タ

　 5,5.1　 起 　　動

　 下に示 す操作 によ り、本 プログ ラムを起動 する。

　　 A>　 JIPDIAG　 CR

　 　 注)　 'A>'は 、CP/MのOSに よ り、出刀される。
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　 5.5.2　 コ ン トロー ル パ ラメータ

　次の メッセー ジに対 して、YESな らば'Y'、NOな らば'N'を 入 力す る。NOの 場 合は、そ の次

のメッセー ジを出刀 し、その機器の検査 を省略する ことがで きる。　 'Yパ を入力 して も、機器 との応

答が約5秒 以内になかった場合 は、

　　**　 TERMINAL　 ERROR　 **

を表示する。

①PRINTER　 READY?

②PLOTTER　 READY?

③PUNCHER　 READY?

　 ④PEADER　 READY?

　 ⑤VOICE　 G.　 READY?

　 説 　明

　① プ リンタが本体 とオンライ ンにな ってい るかを確認 し、'Y'を キー インすると、別紙に示す

　　 印字 を行 う。

　② プロ ッタが本体 とオン ラインになってい るかを確認 し、'Y'を キー インする と、別紙に示す

　　 プロ ットを行 う。

　 ③ 紙テー プパンチ ャが本体 とオンラインにな ってい るか を確認 し、'Y'を キー インする と、A

　 　 SCIIコ ー ドの20H～5AHま で を順にパンチする。

　 ④ 紙テー プリーダが本体 とオンラインになってい るか を確認 し、'Y'を キーインすると、テー

　　 プを読み込み、ASCII文 字 をCRTに 表 示す る。文字 ・コー ド以外は'・'(ピ リオ ド)を

　　 表示する。

　 ⑤ 音声発生装置が本体 とオ ンラインになってい ることを確認 し、'Y'を キー インすると、アル

　　 フ ァベ ット及び数0～9を 順に発声する。

'

5.4　 入 出 力 デ ー タ

　 5.4.1　 入 力デー タの種類

(1)　 コ ン トロールパ ラメータ

　(2)テ ス トテー プ

5.4.2　 出 力 デ ー タ の 種 類

(1)出 力 メ ッセ ー ジ

(2)テ ス ト印 字

(3)テ ・ス ト プ ロ ッ ト

(4)テ ス トパ ンチ

CRTコ ン ソー ル

紙 テ ー プ リー ダ

CRT

シ リア ル プ リ ン タ

X-Yフ'ロ ッ タ

紙 テ ー プ パ ンチ ャ
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(5)テ ス ト音声出力　　 　　　 　　 音声出刀装置

(注)　 (1)、(2)、(3)につい ては、別紙30～32を 参 照の こと。

5.5　 入 出 力 デ ー タ の 形 式

　 5.5.1　 コン トロールパ ラメー タの形式

　 3項 を参照 のこと。

　 5.5.2　 テ ス トテープの形式

　 ASCII文 字 コー ド20H～5AHを 順 にパ ンチ してあるテー プ

　 5.5.5　 テ ス ト印字の形式

　別紙31の 通 りとする。

　 5.5.4　 テ ス ト プ ロ ットの形式

　 別紙32の 通 りとす る。

　 5.5.5　 CRTへ の メッセー ジ

　 別紙30を 参 照の こと。

　 5.5.6音 声 発 生

　 英数字 の順次発生
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CR デ ー タ ス タ ー ト チ ェ ッ CR

・　■　◆　.　 ■ / : ●　・　・　　.　. : 数 ア ドし!ス 0　 0 サ ム /、

LF
合
口

0　 0 0　 0　0　 0 FF LF

乙
1

b)富 士通 ヘキサ(ASCII)

S

種

別

デ ータ

数+2

ス タ ー ト

ア ドレ ス

　 　 ◆　　　　●

.オ フ シ

ェ ク ト

デ 一 夕

　 ●　　　◆

オ フ シ

ェ ク ト

デ 一 夕

・　.　・　 …

　 ,　　　■

オ フ シ

ェ ク ト

デ 一 夕

　 ・　　　●

オ フ シ

ェク ト

デ 一 夕

チ ェ ッ

ク

サ ム

CR LF S ■　.　■

))一 　　　　　　　一 一 　　　　　)一 一)))

1　 1 2 4 2 2 2 2 2　 　1　 　 1

注1)種 別 　 　0:ヘ ッダ ・レコー ド(レ コー ドの始め)

　 　　 　　　 　 1:デ ー タ ・レコー ド(実 際のオ ブジェク ト内容)

　 　　 　　　 　9:エ ン ド・レコー ド(レ コー ドの終 り)

注2)チ ェ ックサ ム

　　　イ ンテルヘキサ:初 期値0か らデ ータ数～チ ェックサ ムの前 までのオブジェク トデ ー

　　　 　　　 　　 　　 タ までの値 を順次減算 して得 られた値

　　　富士通　ヘキサ:デ ータ数～チ ェックサムの前までのオブジェク トデ ータまでの値 を

　　　 　　　 　　 　　 加算 し、　 1の 補数 をとった値

一51一
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。　 日立形式(BINARY)

FF

　 ROMエ リア用

下位5ビ ッ トバ イナ リ

　 2048バ イ ト分

FEED

(50)

FF

　 ROMエ リア用

上位5ビ ッ トバイナ リ

　 2048バ イ ト分

FEED

(50)

…　　　　　　'　■　■

●　・　.　●　⑳　. FF

　 パ タ ー ン エ リア 用

下 位5ビ ッ トバ イ ナ リ

　 2048バ イ ト分

　パ ターンエ リア用

上位5ビ ッ トバ イナ リ

　 2048バ イ ト分

一52一
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μCOM-43シ リーズ　　　　　　命　　令　　表　　(1)

ニ ー モ

ニ ック 機械語
バ イナ リコ ー ド 機　　　　　　　　能

スキ ップ

条件

2バ イ

ト命 令

43

0nly

CLA 9　　0 1　 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0 Acc　 -　 　0

CMA 1　 0 0　 0　 0　 1　0　 0　 0　 0 Acc　 -(Acc)

CIA 1　　 1 0　 0　 0　 1　0　 0　 0　 1 Acc　 -(Aec)+1

INC O　 D 0　 0　 0　 0　 1　 1　0　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

Acc　 -(Acc)十1　 Skipif　 Carry C

DEC D　 F 0　 0　 0　 0　 1　 1　 1　 1 Acc　 -(Acc)-lSkip　 ifBりriow

　 　 　 　 　 ・

B

CLC O　 B 0　 0　 0　 0　 1　 0　 1　 1 C　 　-0

STC 1　 B 0　 0　 0　 1　 1　 0　 1　 1 C　 　←1

XC 1　 A 0　 0　 0　 1　 1　 0　 1　 0 (C)一(e') ○

RAR 3　 0 0　 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0 (Acc方D-(Ace九)右 シ フ ト ○
C-(ACC　 o　LAcc　 3)一(C)

INM 1　 D 0　 0　 0　 1　 1　 1　 0　 1 〔(DP)}一((㏄)〕+1 〔(DP)〕 ○
Skip　 if　〔(DP)〕=0 =0

DEM l　 F 0　 0　 0　 1　 1　 1　 1　 1 〔(DP)〕 トー〔(DP)〕-1 〔(DP)〕 ○
Skip　 if　〔(DP)〕;F ;F

AD 0　 　8 0　 0　 0　 0　 1　 0　 0　 0 Acc　 　 -〈Acc)十 〔(DP)〕 C
Skip　 if　 Carry

ADS 0　 　9 0　 0　 0　 0　 1　 0　 0　 1 Acc,　 C←(Acc){(DP)〕 十(C) C

Skip　 if　 Carry

Abc 1　　9 0　 0　 0　 1　 1　 0　 0　 1 Acc,　 C・一(Acc)→{(DP)〕 十(C)

DAA 0　　6 0　 0　 0　 0　 0　 1　 1　 0 Acc　 -(Acc)+6

DAS O　 A 0　 0　 0　 0　 1　 0　 1　 0 Acc　 -〈Acc)+10

EXL 1　 8 0　 0　 0　 1　 1　 0　 0　 0 Acc　 ぺAcc)∀ 〔(DP)〕

LDI 1　　5 0　 0　 0　 1　 0　 1　 0　 1 DP　 　-16、1。 卜 ○
16.0 OI6151413121.lo

LDZ 8　 1 10001,1,f、1。 DPH　 　 -(X　 DPL←-1鶯 －lo

DED 1　 3 0　 0　 0　 1　 0　 0　 1　 1 DPL　 　←(DPL)-1 (DPL)
Skip　 if　 (DPL)=F =F

IND 3　　3 0　 0　 1　 1　0　 0　 1　 1 DPL　 　-(DPL)十1 (DPL)
=O

TAL 0　 　7 0　 0　 0　 0　 0　 1　 1　 1 DPL　 ←〈Acc)

TLA 1　 2 0　 0　 0　 1　0　 0　 1　 0 Acc　 ぺDPL)

一53一
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・C・M43シ リーズ
.　 命　 令 　 書 　 (2)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

ニ ー モ

ニ ック
機械語 バ イナ リコ ー ド 機　　　　　　　　　能

スキップ

条　　件

2バ イ

ト命令

LI 913～0, 1　　　0　　　0　　　1　　　1　3　12　11　10 Acc　 　 -13121110

S 02 00000010 〔(DP)〕 一(Acc)

L 38 00111000 Acc　 　-〔(DP)〕

LM 3(M+4) 0　0　11　 10MIM) Acc← 〔(DP)〕,　 DPH-(DP")∀OM　 iMo

X 28 00101000 (Ace)← 一レ〔(DP)〕

XM 2(M←4) 00　 10　 10MIMo Acc← 〔(DP)〕,　 DPH-(DPH)∀OMIMo

XD 2C 00101100 Acc-〔(DP)〕,　 DPい 一(DPL)-1 (DPL)=F

Skip　 if(DPL);F

XMD 2(眠) 00　 10　 11MIMo Acc-〔(DP)〕,　 DP8-(Da)∀O　 MIM。

Skipif(DPL)=F,　 DPL-(DPL)-1

(DPL);F

XI 3C 0011ilOO Acc-〔(DP)〕 　DPL-(DPL)十1 (DPし)=σ

Skipif(DPし)=0

.

XMl 3(M+c) 00　 11　 11MlMo Acc-〔(DP)〕,　 DPH-(DPH)∀O　 M,Mo

Skipif(DPL)=0、 　DPL-(DPL)十1

(DPL)=0

XHX 4F 0　 100　 1111 (X)一(DP・)
○

XLY 4E 0　 100　 1110 (Y)一(DP。) ○

THX 47 0　 1000　 111 X　 -(DPL) ○

TLY 46 01000110 Y　 -(DPL)

XAZ 4A O　 lOO　 lO10 (Z)一(Acc)

XAW 4B O　 lOO　 1011 (W)一(Acc)

TAZ 42 OlOOOO10 Z　 紳(Acc)

TAW 43 O　 lOOOO　 ll W　 -(Acc)

XHR 4D 0　 100　 110　 1 (R)一(DP・)

XLS 4C 01001100 (S)～(DPL)
〇

一54一
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μCOM43シ リーズ　 　 　 命　 　 令　 　 表　 　 (3)

二 一 モ

ニ ック
機械語 バ イ ナ リコー ド 機　　　　　　　　　能

　 　 　 　 ⑳

スキッフ

条　　件

2バ イ

ト命令

43

0nry

SFB 7(n+c) 0　　1　　1　　1　 1　 1　 nlno Flo9(n)-1 ○

RFB 6(n+c) 0　　1　 1　 0　　1　 1　 nlno Fl・9(n)-0 ○

FBT 5(n+c) 0　　1　 0　　1　 1　 1　 nlno Skip　 if　Flog(n)　 =　 1 Flog　 n=1 ○

FBF 2n 0　　0　　1　 0　 0　 0　　nlno Skip　 if　Flog(n)　 ==　0 Flog　 n=0 ○

SMB 7(n+8) 0　 1　 1　 1　 10　 nlno 〔(DP,n)〕 ・-1

,

RMB 6(n+8) O　　l　 1　 0　 1　 0　 nlno 〔(DP,n)〕-0

TMB 』(。+8) 0　 10　 1　 10　 nlno Skip　 if　〔(DP,n)〕=1 〔(DPn)〕=1

TAB 2(n+4) 0　　0　　1　 0　 0　　1　 nlno Skip　 if　 (Acc　 ,　n)　　=1 (Acc,n)=1

CMB 3(n+4) 0　0　 1　10　 1　mno Skip　 if　 (Acc,n)=〔(DP,n)〕 (Acc,n)一

〔(Dp,n)〕

C　 M OC 0　0　0　0　1　1　0　0 Skip　 if　 (Acc)　 　 =　 〔(DP)〕 (Acc,n)=

〔(DP)〕

C　 　I 17 0　0　0　 1　0　1　 1　1 Skip　 if　 (Acc)　 　　=　 13、o (Acc)= ○

CI3_o 1　　 1　　0　　0　　　1　3　1　2　1　1　10 13_o

CLI 16 0　0　0　 10　 1　1　0 Skip　 if　 (DPL)　 =　 13～o (DPL)= ○

EI3_o 1　　　1　　　1　　　0　　　1　3　1　2　1　1　1　0 13_o

T　 C 04 0　0　0　 0　0　 1　0　 0 Skip　 if　　(C)　 　 =　 1 (C)=1

TIT 03 0　0　0　 0　0　0　 1　1 Skip　 if(INT　 F/F)=1 INT=1

INT　 F/F-0

JCP (C+P』 。) 1　1　P5P4P3P2PIPo PC　 5～o・-　 P　 5_o

JMP API。 、8) 1　0　1　0　0　PloPgP8 PC　 　　　←　P　 lo、o ○

P7～o P7P6PsP4P3P2PIPo

JPA 41 O　l　O　O　O　O　O　 1 PC　 5　 0・-A3A2AIAoO　 O

E　 I 3　 1 0　0　1　0　0　0　0　 1 INTE　 F/F-　 1 ○

D　 　I 01 0　0　0　0　0　0　0　 1 INTE　 F/F-0

|

〇

一55一
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μCOM43シ リーズ　　　　　命　　　令　　　表　　　(4)

二 一 モ

ニ ック
機械語 バ イ ナ リ コ ー ド 機　　　　　　　能

　　　　 .ス キ
ップ

条　 　件

2バ イ

ト命令

43

0n「y

CZP BP　 3、　o 1　 0　 1　 1　 P3　 P2　 Pll　Po STACK←(PC)

PC-00000P証)ゴ 〕1PoOO

CAL A(P1←8 1　 0　 1　 0　 1　 PloPg　 P8 STACK-(PC) ○
+4)P7～o P7　 P6　 P5　 P4　 P3　 P2　 PI　 po PC・-Plo～9

R　 T 48 0　 1　 0　 0　 1　 0　 0　 0 PC・ 一(STACK)

RTS 49 0　 1　 0　 0　 1　 0　 0　 1 PC・ 一(STACK) 無条件
、

PC←(PC　 )十1,　 2

SEB 7(n+4) O　　l　　 l　　l　　O　　l　　nl　 no PORT(n)　 　　　._　 1

REB 6(n+4) 0　　1　　 1　　0　　0　　1　　nl　 no PORT(n)　 　　　←　0

SPB 7n 0　　1　　 1　　 1　　0　　0　　nl　 no PORT(DPL,n)一 ・　 1

RPB 6n 0　　1　　 1　　0　　0　　0　　nl　 no PORT(DPL,n)-　 0

TPA 5(n+4) 0　　1　　0　　1　　0　　1　　nl　 no Skip　 if(P　 RT　 A(n)　 )=　 　1

TPB 5n 0　　1　　0　　1　　0　　0　　nl　 no Skip　 if(P　 RT(DPL,n))=1

O　 E 44 0　 1　 0　 0　 0　 1　 0　 0 PORT　 E　 　-(Ac℃)

O　 P OE 0　 0　 0　 0　 1　 1　 1　 0 pORT(DPL)一(Acc)

OCD IE 0　 0　 0　 1　 1　 1　 1　 0 PORT　 D　 　-17、4 ○
17～o 1　7　　1　6　1　5　　1　4　　1　3　1　2　1　1　1　0 PURT　 C　 　呑一1　3、o

I　 A 40 0　 1　 0　 0　 0　 0　 0　 0 Acc　 　-(PORT　 　A　 )

I　 P 32 0　 0　 1　 1　 0　 0　 1　 0 Acc　 　-(PORT(DPL)　 )

NOP 00 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0 No　 　okration

一56一
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TLCS43シ リーズ　　　　命　　　令　　　表　　　(1)

ニ ー モ

ニ ック 機械語
バ イナ リコー ド 機　　　　　　　　能 ク ラブ

指示
命令

2バ イ

ト命 令

S　 γ A　r 1010_ユ_一 (SA)-r

D　 γ g　r 1001_」__ (DA)・ 一 γ

SDr 8　r 1000_ユ__ (SA)・-r,　 (DA)←-r

M　 　r Br lo11_ノ__ (MA)-r

LDM 2　6 0　 0　 1　 0　 0　 1　 1　 0 (AC)・-M〔(H・L)〕 臥M

醐 2　5 0　 0　 1　 0　 0　 1　 0　 1 (AC)-M〔(H・L)〕 SD,　 M

LDA 2B 0　 0　 1　 0　 1　 0　 1　 1 (AC)← 　　　(AC) S,D,M

STR 2　4 0　 0　 1　 0　 0　 1　 0　 0 (AC)・-M〔(H・L)〕 S,M

LDT 2A 0　 0　 1　 0　 1　 0　 1　 0 (AC)一 　　　(AC) (κ)=0 S,D,M
SD

LDI 6　 i
　　　　　　　　 iO　1　1　0　-　 一　一　一 (AC)-　 i D.M

LLI 4　 i
　　　　　　　　 iO　
l　 O　 O　 -　 一　一　一 (AC)-　 i D,M

CMA 3　B 0　 0　 1　 1　 1　 0　 1　 1 (AC)一(AC) S,D,M
SD

NGT 3　 9 0　 0　 1　 1　 1　 0　 0　 1 (AC)一(AC)+1 Cariy 〃

ADD 2D 0　 0　 1　0　 1　 1　 0　 1 (AC)一(AC)十M〔(H・L)〕 Cariy 〃

ADC 3　5 0　 0　 1　 1　 0　 1　 0　 1 (AC)一(AC)十M〔(H・L)〕 十(C) Cariy 〃

SUB 3D 0　 0　 1　 1　 1　 1　 0　 1 (AC)←(AC)十1十M〔(H・L)〕

No

Borio冊 〃

CND 3C 0　 0　 1　 1　 1　 1　 0　 0 (AC)一(AC)ハM〔(H・L)〕 (AC)=0 〃　　　、

ORM 2E 0　 0　 1　 0　 1　 1　 1　 0 (AC)一(AC)＼ 刀M〔(H・L)〕 (AC)=0 "

EOR 2F 0　 0　 1　 0　 1　 1　 1　 1 (AC)←(AC)∀M〔(H◆L)〕 (AC)=0 〃

,

ADI　 i 7　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 1
0　 1　 1　 1　 -　 一 　一 　一 (AC)一(AC)　 十　i Cariy 〃

・

ALI　 i 5　i
　　　　　　　　 ▲O　l　O　1　-　 一　一　一 (LR)←(LA)　 十　i Cariy 〃

SSB　 b 1(b+4) 00。101」'_ (ST)一(ST)>　 ones　 〈b> SD.M

RSB　 b 1(b+℃) 000111上_ (ST)一(ST)〈 　ones　 <b> SD,M

LFB　 b 1(b+8) 000110」 ㌧ (下 　)一(ST　 〈b>　 ) S,M

一57一
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TLCS43シ リーズ　　　　命　　　令　　　表　　　②　　　　　　・

ニ ーモ

ニ ッ ク
機械語 バ イナ リコー ド 機　　　　　　　　能 フ ラグ 指示

舗

2パイ
嬬

SDC　 孕 　 20

aM　 aH

0　 0　 】　 0　 0　 0　 0　 0

a7　 a6　 as　 a4　 0　　aloag　 a8

(DCH　 )-aH.　 (DCM　 )・-aM∨(2R)

　　　　　　　　　(DCし)-M(H・L)

2

LRL 22 0　 0　 1　 0　 0　 0　 1　 0 (AC　 )-ROML〔(DC)〕
2

LRH 32 0　 0　 1　 1　0　 0　 1　 0 (AC　 )-ROMH〔(DC)〕
2

(DC)一(DC)十1

CAL　 a C(a+8) 1　　 1　　0　　0　　1　　aloag　 a8 (PC　 　)一(STK),(PC)-a S,M 2

aM　 aL a7　 a6　 as　 a4　 a3　 a2　 al　 ao push

CLS　 i Oi 0　　　0　　　0　　　0　　　　i3　　　i2　　il　　io (PC　 　)一(STK).(PC)一
D,M

push　 i×8×4

RTN 27 0　 0　 1　 0　 0　 1　 1　 1 (PC　 　)一(STK)1ast　 in　 data D,M

F(a-$) 1　 1　 1　 1　 i3　 i2　 i`io if　 (F)　 =　 1　　(PC)←-a

(i=a-$)

BRC　 a

D(a-$) 1　 1　 0　 1　 i3i2ilio if(F)=1　 (PC)・-a
　 　　 　 ,

(i=a-$)

JCS　 a EaH 1　　 1　　 1　　0　　0　　a`o　ag　 a8 if　 (F)　 =　 1　　(PC)　 ・-　a 2

aM　 aL

JCS　 a E(a+8) l　　l　　l　　O　　l　　alo　ag　 a8 i　f　　　(F)　　;　　0　　　　　(民 　)　　-　　a 2

aM　 aL

JMP CaH 1　　 1　　0　　0　　0　　alu　ag　 a8 (PC)-a 2

a凶　aL

句

マ ク ロ命令

　 　 oLHLI;D　 HR十LLI(H)十LLI(R)

　 ㈱ 　Hレ ジス タ とLレ ジス タに値 を設定す る。

(例)Hレ ジスタ に1　 Lレ ジス タに8を 設定 す る。

LHLI 18H　 = 　 D

'LLI

LLI

HR

1

8

(3バ イ ト命 令)

■

一58一



・

●

・

■

ペーシ

別 紙9/

MB・8840/50　 　　　　　　命　　　　　令　　　　表　　　　(1)　　　　　　　　3μs-6μs

ニ ーモ ニ ック 機　械　 語 バイ ナ リコ ー ド 機　　　　　　械 フ ラグ ステータス

C　 LA 9　 0 1　 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0 0　 　 -　 AC ZF
.

TATH 0　 5 0　 0　 0　 0　 0　 1　 0　 1 (AC)-　 TH

TATL 0　 6 0　 0　 0　 0　 0　 1　 1　 0 (AC)-　 TL

T　 A　 S 0　 7 0　 0　 0　 0　 0　 1　 1　 1 (AC)-　 SB

T
.AY

0　 4 0　 0　 0　 0　 0　 1　 0　 0 (AC)-　 Y

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

T　 S　 A 1　 7 0　 0　 0　 1　 0　 1　 1　 1 (SB)-　 AC ZF

TTHA 1　 5 0　 0　 0　 1　 0　 1　 0　 1 (TH)-　 AC ZF

TTLA 1　 6 000'10110 (TL)-　 AC ZF

T　 Y　 A 1　 4 0　 0　 0　 1　 0　 1　 0　 0 (Y)-　 AC ZF

XX l　B 0　 0　 0　 1　 1　 0　 1　 1 (X)=(AC) ZF

L O　 D 0　 0　 0　 0　 1　 1　 0　 1 {M(x,y)}-　 AC ZF

LS 2　 B 0　 0　 1　 0　 1　 0　 1　 1 {M(x,y)}-　 SB ZF

ST lD 0　 0　 0　 1　 1　 1　0　 1 (AC)　 →M(x,y), ZF

STDC 1　A 0　 0　 0　 1　 1　 0　 1　 0 (AC)　 -M(x,y),Y-1・ ●Y ZF

STIC O　 A 0　 0　 0　 0　 1　 0　 1　 0 (AC)　 ・→M(x,y),Y十1-Y ZF

S　 T　 S 2　 A 0　 0　 1　 0　 1　 0　 1　 0 (SB)　 →M(x,y), ZF

X O　 B 0　 0　 0　 0　 1　 0　 1　 1 (AC)一{M(o,a)} ZF

XD　 　n 50十n
　 　 　　 　 　 　　 　(n)
O　 l　 O　 l　 O　 O　 -　 一 (AC)　 一{M(o,D)} ZF

(,,=・-3)

(n-4,
X　 Y　 D　 n 54+(n-4) 0　 1　 0　 1　 0　 1　 -　 一 (Y)　 一{M(x,y)} ZF

(。,=・-7)

RBiT　 n 34十n
　　 　 　　 　 　 　　{n;
0　 0　 1　 L　O　 1　-　 一 0　 →{M(x,y)}

(.,=・ ～3)

SBiT　 n 30十n
　　 　 　　 　 　 　　(n)
0　 0　 1　 1　0　 0　 -　 一

　　 　 　　 　 　 　　(n)

1　 -{M(x,y)}

　 　 　　 　 (.,;・-3)

T　 B　 A　 n 4C十n 0　 1　 0　 0　 1　 1　 -　 一 テ ス　ト　 (AC)・p C

(,,ニ ・-3)

TBIT　 n 38十n
　 　　 　 　　 　 　 　(n)
0　 0　 1　 1　 1　 0　 -　 一 テ ス　ト　 {M(x.y)}BP

　 　 　　 　 　 　 6P=。-3)

C

一59一
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MB8840　 /　 　50　 　　　 命　　　 令　　　表　　　(2)

二 一モ ニ ッ ク 機械語 バ イナ リコー ド 機　　　　　　能 フ ラグ ステ ータス

LI　 　 m 90十m 1。 。1_上L_ m　 　-・AC ZF

L　 X　 I・m 5　8十m
　　 　　　　 　　 ㈲0　1　0　1　1　-　 一　一 m　 　→X2、o, ZF

X3=0

L　 X　 I　m 80十m
　　　 　　　　 　(m)1　0　0　0　-　 一　一　一 m　 　→　　Y ZF

A　 D　 C OE 0　 0　 0.0　 1　 1　 1　 0 (Ac)十{M(x,y)}十C-●Ac ZF

CF

C

AI　 　 m 7　0十m
　 　　　　 　　　 ㎞)0　1　1　1　-　 一　一　一 (Ac)　 十　m　 →　Ac ZF

CF

C

A　ND OF 0　 0　 0　 0　 1　 1　 1　 1 (Ac)ρ{M(沌y)}　 　 -　 Ac ZF Z

{M(x,y)}一(Ac)比 較

C 2E 0　 0　 1　 0　 1　 1　 1　 0 ZF

CF

Z

m　 　 -(Y)　 比 較

C　 Y　 I　 m A　 O十m 1。1。_上 ・L_ ZF

CF

Z

D　 A　 A 1　 0 0　 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0 10進 補 正　　(加 算) CF C

D　 A　 S 1　 1 0　 0　 0　 1　 0　 0　 0　 1 10進 補 正　　(減 算) CF C

・ '

D　 C　 A 7F 0　 1　 1　 1　 1　 1　 1　 1 (Ac)-1-(Ac) ZF

CF

C

DCM 1　 9 0　 0　 0　 1　 1　 0　 0　 1 {M(x,y)}-1→M(x,　 y) ZF C

D　 C　 Y 1　 8 0　 0　 0　 1　 1　 0　 0　 0 (Y)-1-Y ZF C

E　 O　 R 2F 0　 0　 1　 0　 1　 1　 1　 1 (Ac)㊥{M(x,y)}→Ac ZF Z

J　 C　 A 7　 1 O　 l　 1　 1　 0　 0　 0　 1 (Ac)+1　 -Ac ZF

CF

C

I　C　 M 0　9 0　 0　 0　 0　 1　 0　 0　 1 {M(x,y)}十1　 -M(x,y) ZF C

J　 C　 Y 0　 8 0　 0　 0　 0　 1　 0　 0　 0 (Y　 )+1.-Y ZF C

N　 E　 G 2D 0　 0　 1　 0　 1　 1　 0　 1 (Ac)　 十1　 →　Ac Z

OR 1F 0　 0　 0　 1　 1　 1　 1　 1 (Ac)∨{M(x,y)}→Ac ZF Z

R　 O　 L OC 0　 0　 0　 0　 1　 1　 0　 0 ローテ ィ ト　　 左 ZF

CF

C

R　 O　 R lC 0　 0　 0　 1　 1　 1　 0　 0
ローテ ィ ト　 　 右 ZF

CF

C

S　 B　 C lE 0　 0　 0　 輻1　 1　 10 {M(x,y)ト(加)-C-A・ ZF

CF

C

CI BO十m
　 　 　 　 　 　 　 　 m

1　 0　 1　 1　 -　 一 　一　一 m-(Ac)比 較 ZF
CF

Z

一60一
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MB8840/50　 　　　　命　　　令　　　表　　　　(3)

二 一モ ニ ック 機 械 語 バ イナ リコー ド 機　　　　　能 プラグ ステータス

EN 3E 0　 0　 1　 1　 1　 1　 1　 0 割 込 許 可　　　　 (2バ イ ト)

D　 I　 S 3F 0　 0　 1　 1　 1　 1　 1　 1 割 込 禁 止　　　　 (2バ イ ト)

IN 13 0　 0　 0　 1　 0　 0　 1　 1 {(R)Y},(Y=o～3)-　 　Ac ZF

I　 N　 K 12 0　 0　 0　 1　 0　 0　 1　 0 Kポ ー ト　 ー　 Ac ZF

O　U　T 03 0　 0　 0　 0　 0　 0　 1　 1 (Ac)(Y=o、3)　 → 　 (R)　 Y

OUTO 01 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 1 (Ac),(CF)　 　 ・-　0ボ ー ト

OUTP 02 0　 0　 0　 0　 0　 0　 1　 0 (Ac)　 　 → ・Pボ ー ト 42/Z4
無 効

RSTD 44十n

　 　 　 　 　 　 　 　 　n

O　 1　 0　 0　 0　 1　-一 0(D;　 o～3　 )　　 →　(R)D

RSTR 22 0　 0　 1　 0　 0　 0　 1　0 0(Y=　 o、F)　 　 r　 (R)Y

SETD 40十n 0　 1　 0　 0　 0　 0　 -　 一 1　 (　o～ 　3　)　　→　(R)D

SETR 20 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0　 0 1(Y=　　 o、　P)　 　 → 　 (R)Y

TSTD 48+(n-8)
　 　 　 　 　　 　 　 (n}
0　 1　 0　 0　 1　 0　 -　 一 1　-　 (R)D　 (D=　 8_　 11) C

TSTR 24 0　 0　 1　 0　 0　 1　 0　 0 1　 -　 (R)Y　 (Y;　 o_P　 ) C

CALL 60十Ad 0　 1　 1　 -　 一　一　一　一 ST=1で サブル ーチ ン コール

'

(2バ イ ト)

J　 M　 P Co十Ad 1　 1　 0　 -　 一　一　一　一 ST=1で 分岐

J　 P　 A 3D 0　 0　 1　 1　 1　 1　 0　 1 指 定 されたペ ー ジで(A)×40

ア ドレスへ分 岐(2バ イ ト)

J　 P　 L 68十ad O　 l　 1　 0　 1　-一 一 ST=1で 分岐　 (2バ イ ト)

NO　 P 00 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0 No　 operation

R　 T　 I 3C 0　 0　 1　 1　 1　 1　 0　 0 割 込 ル ーチンか らの リタ ーン

R　 T　 S 2C 0　 0　 1　 0　 1　 1　 0　 0 サ ブル ーチンか らの リタ ーン

RSTC 23 0　 0　 1　 0　 0　 0　 1　 1 0　 　　 -　 　　CF

SETC 21 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0　 1 1　　　 →　　 CF

TSTC 28 0　 0　 1　 0　 1　0　 0　 0 (CF)　 -　 　　 1

TSTI 25 0　 0　 1　 0　 0　 1　 0　 1 (IF)　 -　 　　 1

一61一
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MB8840　 /　 50　 　　　 命　　　令　　　表　　　(4)

ニ ーモ ニ ック 機　械　語 バ イ ナ リコー ド 機　　　　　　能 プラグ ステータス

TSTS

TSTV

TSTZ

27

26

29

0　 0　 1　 0　 0　 1　 1　 1

0　 0　 1　 0　 0　 1　 1　 0

0　 0　 1　 0　 1　0　 0　 1

(SF)-1,　 　 SF－ θ

(VF)-1,　 　VF-0

(ZF)-1

SF

VF

ZF

、

●

■

,
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×:使 用 しない。
HMCS　 42/43/44A/45A　 　命　　令　　表　(1}

△:オ ペ ラン ドの値の

範 囲が異 る。

ニ ー モ ニ ック 機　械　語 バ イナ リコ ー ド 機　　　　　能 42 43

45A
/

ステータス 44A

LAB 2　 6　 0 1　 0　 0　 1　 1　 0　 0　 0　 0　 0 B　 -　 　A ×

.

LBA 0　 6　 0 0　 0　 0　 1　 1　 0　 0　 0　 0　 0 A　 -→　 B ×

LAY 1　 1　 8 O　 l　 O　 O　 O　 1　 1　 0　 0　 0 Y　 -●　 A

LASPX 2　 4　 0 1　 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0　 0　 0

　 　 、

SPX→ 　　A ×

LASPY 2　 5　 0 1　 0　 0　 1　 0　 1　0　 0　 0　 0 SPY-　 A ×

XAMR,　 m O　 F　 m
　 　 　 　　 　 　　 　 　 (m、
0　 0　 1　 1　 1　 1　 -　 一　一　一 A　 -　 MR(m) △

LXA 0　 4　 0 0　 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0　 0　 0 A　 -　 X

LYA 0　 5　 0 0　 0　 0　 1　 0　 1　0　 0　 0　 0 A　 -　 　Y

LXI,　 i 1　 4　 i 。1。1。 。 」 ・L i　 -　 X △ △

LYI,　 i 1　 5　 i 。1。1。1」 ・L i　 →　　Y

IY 0　 5　 4 0　 0　 0　 1　 0　 1　 0　 1　 0　 0 Y十1--　 Y NZ

DY 2　 5　 4 1　 0　 0　 1　 0　 1　 0　 1　 0　 0 Y-1-　 Y NB

AYY 0　 5　 8 0　 0　 0　 1　 0　 1　 1　 0　 0　 0 Y十A→ 　　Y C

SYY 2　 5　 8 1　 0　 0　 1　 0　 1　 1　 0　 0　 0 Y-A→ 　 Y NB

XSPX 0　 0　 1 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 1 X　 -SPX ×

XSPY 0　 0　 2 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 1　 0 Y　 ←-SPY ×

XSTXY 0　 0　 3 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 1　 1 X→SPX,　 Y-SPY

LMIIY,　 i 0　 1　 i
　 　　 　 　 　　 　 　 　 {i}
0　 0　 0　 0　 0　 1　-　 一　一　一 i-　 M,Y十1→Y NZ

LAI,　 i 0　 7　 i
　 　　 　 　 　　 　 　 　 (i}
0　 0　 0　 1　 1　 1　-　 一一　一　一 i　 ・→　　A

LBI,　 i 1　 6　 i
　 　　 　 　 　　 　 　 　 (i)
0　 1　 0　 1　 1　 0　 -　 一　一　一 i　 →　　B ×

SEM,　 n 00(n+4)
　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　{n}
0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 1　 -　 一 1　 -　 M　 (n}

REM,　 n 20(n+4)
　　 　 　 　　 　 　 　　 　 (n}
1　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 1　 -　 一 0　 -　 M　 (n)

T　 M,n 20　 n

　 　　 　 　 　　 　 　　 　 (n)
1　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 -　 一 テ ス ト　 M　 (n} 閲n)

一63一
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HMCS　 42/43/44A/45A　 　命　　令　　表　　(2)

45A

三 一モ ニ ック 機 械 語 バ イナ リコー ド 機　　　　能 ステrタ ス 42 43 /
44A

ω
AI 0　 8　 i 0　 0　 100　 0-一 一 一 A十i　 -　 　A C

.

IB 0　 6　 4 000　 1100　 100 B十1　 →　　B NZ ×

DB 2　 6　 7 1　0　0　 1　10　 0　 1　1　1 B-1　 →　　B NB ×

AMC 0　 3　 0 00　 00　 110000 M十A十C→ 　 A C

SMC 2　 3　 0 100　 0　1　100　 00 M-A-C→ 　 A . NB

AM 0　 3　 4 0　000　 110　 100 M十A　 -　 　A C

DAA 0　 4　 6 0　0　0　1　0　0　0　 1　10 10進 補正　 (加 算)

DAS 0　 4　 5 0　00　 1000　 10　 1 10進 補正　 (減 算)

一

NECA 2　 4　 4 100　 1000　 100 A十1　 →　　A

一

COMB 3　 2　 0 1　100　 1000　 00 B　 　 →　 B ×

SEC 0　 4　 F 0　0　0　10　 0　1　1　11 1　　 -　 (F/F)

REC 0　 4　 C 0　00　 10　 0　 1100 0　 -・　 (F/F)

TC 2　 4　 F 100　 10　 0　 1　 11　 1 テス ト　 C　 (F/F)

ROTL 2　 2　 5 100　 0　 100　 10　 1 ローテ ーシ ョン　 左

ROTR 2　 2　 4 1000　 100　 100 ローテ ーシ ョン　 右

OR 1　 2　 0 O　lOO　 100000 AUB　 -　 　　A X

'

MNEI,　 i 2　 1　 i 1。0001_止_ Mキi NZ

YNEI、 　 i 2　 8　 i 101。00」L Yキi NZ

ANEM 1　 2　 4 0　 100　 100　 100 AキM NZ

BNEM 3　 2　 4 1100　 100　 100 BキM NZ ×

ALEI,　 i 2　 7　 i lo。111_力L A≧i NB

ALEM 2　 3　 4 1000　 110　 100 A≧M NB

BLEM 0　 2　 4 0000　 100　 100 B≧M NB X

一64一
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HMCS　 42/43/44A/45A　 　　命　　令　　表　　　(3)

45A

ニ ーモニ ック 機 械 語 バ イナ リコー ド 機　　　　　　　能 42 43 /
44A

BR, 1(a+CO)
　 　 　 　 　 　 　 {a)
O　 l　1　1-一 一 ー ー 一 Branch　 or　 Status　 　 1

CAL.　 a 3(a+co)
　 　 　　 　 　 　 (a)
1　1　1　1　-一 一 ー ー 一 Sutroutine　 Juny　 　or　 Status　 　1

LPU,　 u 3(u+40)
　 　 　　 　 　 　 (u)
1　1　0　 1　0　-一 一 一 一 Load　 Page　 or　 Status　 1 △ △

TBR,　 p 3　 6　 P 1　 1　 0　 1　 10　 0-一 一 Table　 Branch △ △

RTN 1　1　10　 100　 111 Return

SEIE O　 A　 　4 0　0　 10　 100　 100 1　 -　 1/E ×

SEIFO O　 A　 　2 0　0　 1　0　10　 0　0　 10 1　　 →　　IFO ×

SEIF1 O　 A　 　O 0　0　 1　0　10　 0　0　0　0 1　　 →　　IF1 ×

SETF O　 A　 　5 00　 10　 10　 0　10　 1 1　　 →　 TF ×

SECF O　 A　 　1 0　 0　1　0　1　0　0　0　0　 1 1　　 →　 CF X

REIE 2　 A　 　4 10　 10　 10　 0　10　 0 0　 -　 1/E ×

REIFO 2　 A　 　2 10　 10　 10　 0　0　10 0　 　 →　　IFO ×

REIFl 2　 A　 　O 10　 10　 10　 0000 0　 　 →　　IFl X

RETF 2　 A　 　5 10　 10　 100　 10　 1 0　 　 →　　TF ×

RECF 2　 A　 　l 10　 10　 10　 0　0　0　1 0　 　 -→　 CF ×

TIO 1　 A　 　3 O　l　 10　 10　 0　0　1　1 テ ス ト　 　 INTo ×

TIl l　 A　 　1 0　1　 10　 10000　 1 テス ト　　 INT1 ×

TIFO 1　 A　 　2 0　1　 10　 1000　 io テス ト　 　 IFO X

TIFl 1　 A　 　O 0　1　1　0　 10　 0　0　0　0 テス ト　　 IFl ×

TTF 1　 A　 　5 O　l　 lO　 lO　 O　IO　 l テ ス ト　　 TF ×

LTI,　 i 1　 7　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 (i)
0　1　0　 1　1　1-一 ー 一 i-Timer/C。unter X

LTA 0　 3　 C 0　0　0　0　 1　1　1　10　 0 A-Timeル ℃ounter ×

LAT 1　 3　 C 10　 0　0　1　1　 1　10　 0 Timer/Counter-A X

RTNI 3　 A　 　4 1　1　 10　 10　 0　10　 0 Petarn　 Interuyt ×

一65一



ベージ

別 紙16/

HMCS　 42/43/44A/45A　 　　命　　　令　　　表　　　(4)

45A

二一 モニ ック 機 械 語 バイ ナ リコー ド 機　　　　　能 32 43 /
44A

SED 0　 9　 0 0　 0　 1　 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0 1　 -　 D　 (y)

RED 2　 9　 0 1　 0　 1　 0　 0　 1　 0　 0　 0　 0 0　 -　 D(y}

T　 D 0　 9　 4 0　 0　 1　0　 0　 1　 0　 1　 0　 0 テス ト　　 D　 (y)

SEDD,　 n O　 D　 n

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (n)

0　 0　 1　 1　 0　 1　 0　 0　 一 一 1　 -　 D　 (n)

(n)
REDD,　 n 2　 D　 n 1　 0　 1　 1　 0　 1　 0　 0　 -一 0　 　 -　 D　 {n}

LAR,p O　 C　 p

　 　 　 　 　 　 　 　 　 回
0　 0　 1　 1　 0　 0　 0　-一 　一 R(P)-　 A △ △ △

LBR,p O　 E　 p

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (P}

0　 0　 1　 】　 1　 0　 0　-一 一 R(P)-　 B × △ △

LRA,　 p 2　 C　 p

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (P)
1　 0　 1　 1　 0　 0　 0　 -一 一 A　 　-　 R　 {P} △ △ △

LRB,p 2　 E　 p

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (P)

1　 0　 1　 1　 1　 0　 0　-一 　一 B　 　-　 R　 (P} × △ △'

P,　 　 P 3　 6　 P l　 l　 O　 1　 1　 0　 1　-　 一　一 Patlern　 　 Generation △ △

NOP 0　 0　 0 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　0　 0　 0 No　 operation

マク ロ命 令

　 　 ・　 BRL　 =　 LPU　 十 　BR

　 　 ・　 CALL==　 LPU　 十 　CAL

●

■

`
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擬　　似　　命　　令　　表

ニ モニ ック 機　　　　　　　　能
　 '

μCOM TLCS
MB
8840

HMC　 S

EQU オペ ラン ドで指定されたデ ータ またはア ドレス を

ラベル欄 に記述 した名前に割 り付ける。
○ ○ ○ ○

ORG ア セ ンブ ラのロケーシ ョン ・カウンタにオペ ラン

ドで指定 された値 をセ ッ トす る。
○ ○ ○ ○

END ア セ ンブ ラにプログ ラムの終了 を指示す る。
○ ○ ○ ○

DB オ ペ ラン ドで指定されたデ ータをROMア ドレス

上 にセ ッ トす る。(1バ イ ト)

一 ○ FCB
　DC

(10ビ ッ ト)

DS オ ペ ラン ドで指 竃されたデ ータの値 だけプ ログラ

ム領域 を確保する・

一 ○ 一 －

SPC オ ペ ラン ドで指定 されただけ、空 白行が印刷 され

る。 ラベルは無視す る。ステ ー トメン ト番号 は割

当 てられ るが、 リス ト中には印字 されない。

一 ○ ○ －

EJECT リス トの改 ページを行な う、 ラベルは無視す る。

ステ ー トメン ト番号 は割当て られ るが、 リス ト中

には印字 されない。

○ ○ ○ ○

PAGE ROMの 改 ペ ージ、及び アセ ンブル リス トの改ペ

ージを行な う。

一 一 一 ○

SYMBOL EQU機 能 と同 じ
一 一 一 ○

J JPL命 令、又はJMP命 令 に置 き換 える。
一 一 ○ －

TITLE プ ログ ラム名称 を8文 字以内の英 数字で定義す る。

9文 字以上設定す ると、8文 宇 目までを名称 とみ

なす。

一 TTL NAM ○

oSYMBOL命 令 は、 日立HMCS40シ リーズのみ に使用 できるが、　EQU命 令 を用 い ること

　も可能 である。

。J命 令、　DS命 令 、　PAGE命 令 は各社 にのみそれぞ れ使用できる。

一67一
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作 図 命 令 表(WX4631R型)

分類 コマ ン ド名称 ASCIIコ マン ト㌔ フォーマ ッ ト 機　　　　　　　 能

直
　

線
　
　
・

　

移
　

動

DRAW

DRAW

MOVE

RERAT　 IVE

MOVE

HOME

DX1,Y1…XN

　 　 　　　　 YN(ETX)

E△X1,△Y1… △XN,

　 　 　　　　　△YN(団[X)

MX,　 Y

O△X,△Y

H

絶 対座標 で示された第1象 限のデ ータX1,

Y1→(N,YNの 点 間 を直線 で結んでゆ く。

△X1,△Y1… … △XN,△YNの ペ ンの移動量

で順次ペ ンを動 か し直線 で結ぶ。

絶対座標で示 されたX、Yの 点ヘペ ンア ッ

プで移動す る。

現座のぺの位置 から△X、 △Yの 分だけペ

ンア ップで移動す る。

ペ ンをホーム ・ポジシ ョン(0.0ま でペン

ァ ッブで移動 させる。

文
　

字
　
　
・

　

記
　

号

pRINT

KANA

　 　 　 　 ・

MARK

PCI　 C2… …CN(ETX)

KCI　 C2… …CN(ETX)

Nn

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、
CIC2… …CNのASCIl

　 　 　　 コー ドで示 され

　　　　 る英数字 を描 く。

CIC2…CNのJIS7単 位

　　　　 コードで示 され

　　　　 るカナ文字 を描

　　　　 く。

ペンの現在位置 を中心 に
層
マークを描 く

nは マークの種類 　　　　'

　 　 n:　 1　 2　 3　 4　 5

マ三ク:・ ◇ □ △

ALPHA　 SCA工E

ALPHA　 RαrAT

Eに て対 ・記号

の大 きさ、回転

が指定 できる。

6　 7　 8　 9

　 ×　十Y

座
　
　

標
　
　

軸

AXIS Xp・ 免,γ
X軸 、 または、Y軸 に平行 な座標軸 を描 く。

　 P=1の 時→　 =⊇ 　　 　・
　　　　　　　　　浄

　 P=3の 時 →
　　　　　　　　　　　 分

r=4

γ=4

P 期 分 γ

O

l

Y

X
単位長 くり返 し数

2

3

Y

X
全　長 分割数

一68一

■



■

●

へ ー シ

別 紙19/

番号 コマン ド名称 ASC11コ マ ン ド フ ォ ーマット 機　　　　　　　　　能

LINE　 TYPE Lp Pの 値 によ り線形 を指定する。

p=0　 　　　実線(初 期状態)

=1　 　　 点線

=2～4　 　 破線

=5～7　 '　 鎖 線

設 LINE　 SCALE B2 2の 値で上記線形の繰 り返 し長さを指定する。

(初 期状 態=10m)

ALPHA　 SCALE Sn nの 値 で文字 ・記号の大 きさを指定す る。

(初 期状態 二高さ3㎜)

ALPHA　 SPACE Q2 δの値で文字と文字の間隔を指定する。

(初期状態=3m)

ALPHA　 ITALIC Ip pの 値 で文字 ・記号の傾 きを指定 する。

P=256×tanθ(初 期 状 態 　 p=o)

定- ALPHA　 ROTATE Rθ θの値で文字 ・記号の回転角 を指定す る。

θ=0.1度 単位(初 期状態　 θ=o。)

ALPHA　 RESFT A 文字 ・記号の各設定を初期状態にする。

WR　 I　T　E　 LOWER ＼x,y 有効作図範囲の左下の座標を設定する。
LEFT

(初 期 状態　 (0,1))

WRITE　 UPPER Zx,y 有効作図範囲の右上の座標を設定する。

RTGHT
(初 期状態　 (3810・2540))

GIN G
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ¶
ペンのある現在位置の

X,Yの 座 標値及びぺ 出力デー タ:

座
ン状態 を出刀する。 ,X座 標 値、　Y座 標値、

CALL　 GIN C. ENTERギ スが押された ペンの状態(ETX)

標
　
読

時のX,Y座 標値及び

ペ ン状態 を出力する。 、

醜 態{li5:wn

み q

READ　 LOWER 〔 有効作図範囲の左下の
取 LEFT

座標 値 を出刀する。 出力デー タ:

り
READ　 UPPER u 有効作図範囲の右上の 'X座 標 、Y座 標

RIGHT
座標 値 を出刀する。

　　　　 (ETX)

例:

〕3810,〕2540(ETX)

ヌベ ース

一69一
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分類 コ マ ン ド名称
ASC11コ マン ド

フ ォー マ ッ ト 機　　　　　　　　　　　　　　 能

READ　 STATUS V プ ロ ッタのステー タスを10進 数 値で即 出力する。

ス

WORD　 l
15 14 13 12 11

10・ ・

OBit
1

テ
CHART

MODE
1/b PAPER

●
ハ ッフ ア

|
HOLD ERROR END 残 量

タ
ON-1 LOCAL-1 YES-1 YES-1

OFF-0 REMOTE-0 NO-0 NO→0
ス

■

リ READ　 STATUS @ プロ ッタのステータス を10進 数値 で出刀する。

| WORD　 2

ド
15…6 5 4 3 2 1 OBit
`

PEN　 SPEED －Y 十Y －X 十X

SLOW-1 OFF　 SCALE

FAST-O YES-・1

NO-0

PROMPT　 LIGHT Tn 操作 パネル上のPROMPTラ ンプの点灯 、消灯 をする。

制 =0:消 灯

・{
;1　 点灯

CHART　 FEED F2 4の 値 で紙送 りをする。

御 =0:1枚 分(500㎜)送 る。

2{
>0:指 定 され た長 さ送 る。

●

一70一
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デ ィ ス プ レ イ 画 面 レ イ ア ウ ト

(ア セ ンブ ラ) HMCS40シ リ ーズ

　 　　　****　 　HMCS40　 ASSEMBLER

*CPU　 　 　 　 　 　:　 〔HMCS43〕

*INPUT　 D .E　VICE(A/B/P)　 　 　　 　 　:

*FILE　 NAME:　 × ×××××××.×x×

*OBJECT　 OUT(Y/N)　 　　　　　　　　　　 :

*OBJECT　 TYPE(0/1)　 　 　 　 　　 　　 　:

*OUTPUT　 EEVICE(A/B/P)　 　 　　 　 :

*FILE　 NAME:　 × ×××××××.× ××

*ASSEMBLE　 LIST.(Y/N)　 　 　 　 　　 :

*CROSS　 　REFERENCE　 LIST(Y/N):

ERRORS　 =　 ZZZ9

ASSEMBLE　 END

****

〔B〕

〔Y〕

〔0〕

〔P〕

〔Y〕

〔Y〕

囲'A:D・i・ ・AB:D・i・ ・B　 P:P・p。,Reader

囲 入 力 デ バ イ ス に、A又 はBを 撰 択 した 場 合

ペ ージ

別 紙21/

囲HMC　 S　40シ リーズ(日 立)、 及びMB　 8840シ リーズ(富 士通)の

　　アセンブ ラのみ出力す る。

　　 O:メ ーカーオ リジナル形式 の もの

　　 1;イ ンテルヘキサ形式(PROMラ イ タ用)

囲 　出力デバイス に、A又 はBを 選択 した場合





●

プ リ ン ト レ イ ア ウ ト

　 　　　　　　　 (ア セ ンブル ・リス ト)

　 ****　 MB8840　 ASSENBLER　 ****

STNO　 E　 ADRS　 　　OBJ　 　　　　　　　　　SOURCE

0001

0002

0003

0004

0005

0006

0007

0008

0009

0000

0

0

0

0

0

0

0

0

918

5

F

2

3

3

5

A

6

5

9

8

0

1

5

0

0

2

3

4

5

6

7

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

*

AIRCON-3

STATEMENTS

ORG

JPL

XYD

LI

LYI

OUT

IN

XYD

STIC

O

PON

5

1

2

5

PAGE　 OOOO ヘ ッダ ー印字

ペ ージ

別 紙22/

囲 　プ ログラム名称の指示が あった場合は50桁 目 よ りそ の名称 を印字す る。

㊧　用紙は、横80字 以 上のス プロケ ッ ト式 ビジネスフォーム紙 を使用す る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

囲　 HMCS40シ リーズはオブジェク ト3ケ タで000～3FFで ある。また、　ORGの 指示がな

　　い場合、 ア ドレス は003Fか ら始 まる。

0502

0503

0504

0505

0506

0507

0508

0509

0510

0511

0512

V

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

B

C

D

E

F

O

1

2

4

5

6

B

B

B

B

B

C

C

C

C

C

C

l

　
1

　
1

　
1

　
1

　
1

　
1

　
1

　
1

　
1

　
1

CO

08

A

O

5

E

6

7

D

3

0

D

7

5

0

3

5

8

9

1

6

9

1

6

CLO3

*
*

*
*

*

LXI

LYI

RBIT

LXI

LYI

LI

ST

CALL

LI

ST

CALL

0

2

ウ
一

1

6

6

7

ZCLR

O

WRITE

SUBROUTINE

FZ(TOTAL　 KEY)OFF

CMOS　 R/W　 BUF　 CLEAR

囲 　 コ メ ン トフ ィー ル ド を オ ー バ ー した コ メ ン トは プ リン ト しな い 。 コ メ ン トフ ィ ー ル ドは22文 字

　 　 分 の エ リア を有 す る 。

2221

2222

0　 7FD　 　2C

ERRORS　 =　 16

SUBTED RTS

END

囲 　 エラー数 を印字 した後、改 ページする。

一73^㌣74一





プ リ ン ト レ イ ア ウ ト

ク ロ ス ・ リ フ ァ レ ン ス ・ リ ス ト

CROSS　 REFERENCE　 LISTING

SYMBOL

ABUFER

ACHARG

ADDA

ANCC

ASTOP

BBCC

BLINK

AIRCON-3

VALUE　 　DFFN　　 REFERENCES

0061　 0029

03CC　　 O418

022A　 O330

UOOOO　 OOOO

　 OF5D　 O983

PO520　 0688

　 010C　　 O224

027　 1

0381

0　 820

0753

0815

0　 749

0　 205

PAGE　 OO28

0421　 0429　 0581　 0602　 0660

0835　 0848　 0990　 0999　 1021

1033

0755

0238

0766

0245　 0253

ペ ージ

別 紙23/

旬 　 SYMBOL　 　　 ラベル名(シ ン ボル名)、(ア ルファベ ッ トの昇順)

　 　 VALNE　 　 　 :定 義 されているロケーシ ョンア ドレス またはデ ータ

　　 DEFN　 　 　　 :定 義 されているステー トメン ト番号

REFERENCES:使 用 されているステ ー トメン ト番号(昇 順)

囲 　 リス トの1ペ ージ内の印字行数 は、アセ ンブル ・リス トと同 じ。

囲 未定義 の名称 は、VALUE、 　DEFN共 に'0000ノ と印字 され、　VALUEの 前

　 　に'Uノ を印字す る。

⑰ 同 じラベル(ま たは シンボル)が 、2度 以 上定義されてい る場　、初めに定義 されてい

　 　 るものの、VALUE、 　DEFNを 印字 し、　VALUEの 前 に'P'を 印字する。

o

ZERO

ZONE

ASSEMBLE

0000　 0015　 0125

0C5A　 O831　 0797

END

022'7　 0382　 0595　 0631

囲 終 了メ ッセ ージ を印字 した後、改ペ ージする。
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　　　　　　デ ィ ス プ レ イ 画 面 レ イ ア ウ ト

　　　　　　　　　　　　　　 逆 ア セ ン ブ ラ　 　 　 　 TLCS43シ リーズ

　　　　　　 ****　 TLCS43　 REVERSE-ASSEMBLER　 ****

*CPU　 　　　　　:　 〔TLCS43〕

*INPUT　 　DEVICE　 (A/B/P)　 　　　　:　 〔B〕 　　　 §生)　A:　 Drive　 A　 　B=Drive　 B　 　P:

*EILE-NAME:× ×××××××.× ××　　　 　　　 　　　 　囲　入力デバイス に、　A又 は、　Bを 選択 した場合

*OUTPUT　 DEVICE　 (A/B/P/N)　 　 :　 〔N〕 　 　 　 駐)N:OUTPUTな し

*FILE　 NAME:× ×××××××.× ××　　 　　 　　　 　　　囲　出力 デバ イスに
、　A又 はBを 選択 した場合

FILE　 NOT　 FOUND　 　 　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　 囲　デ ィレク トリに
、該当 のフ ァイルがない場合

*REVERSE-ASSEMBLE　 LIST(Y/N):　 〔N〕

REVERSE-ASSEMBLE　 END

ペ ー ジ

別 紙24/
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フ リ ン ト レ イ ア ウ ト

逆 ア セ ン ブ ル リス ト

ベ ージ

別 紙25/

****MB8840

STNO'ADRS　 OBJ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

0

0

0

0

0
,
0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0000　 68

0002　 55

0003　 9F

OOO4　 82

0005　 03

0006　 13

0007　 55

0008　 0A

OOOg　 A6

000A　 CD

OOOB　 3F

OOOD　 3C

OOOE　 83

000F　 OO

OO10　 22

0011　 3E

OOl3　 27

0014　 D3

0015　 20

0016　 3F

OO18　 2C

OO19　 90

001A　 　21

001B　 O1

REVERSE-ASSEMBLER　 ****　 　PAGE　 OOOO　 ヘ ッダー

　　　　　　　　　　　　 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 印 　 字

　　　　　　　 SOURCE　 STATEMENTS

19

04

10

10

ROOOD

ROOOE

ROO13

ROOl9

ORG

JPL

XYD

LI

LYI

OUT

IN

XYD

STIC

CYI

JMP

DIS

RTI

LYI

NOP

RSTR

EN

TSTS

JMP

SETR

DIS

RTS

LI

SETC

OUTO

O

ROO19

5H

OFH

2H

5H

6H

ROOOD

O4H

3H

10H

ROO13

10H

OH

旬 　 リス トの1ペ ージ内

　 の印字行数は、 ヘ ッダ

　 ー部分 を除いて54行

　 である。

2046

2047

2048

2049

07FC

O7FD

O7FE

O7FF

5B

2C

OO

OO

RO7FD

REVERSE-ASSEMBLE　 END

LXI

RTS

NOP

NOP

END

3H

囲 　終了 メッセージを印

　字 した部 、改ペ ージす

　る。

■
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デ ィ ス プ レ イ 画 面 レ イ ア ウ ト

*BO3AC、/

*BFFFF/

*CA

*CH

*CL

5-8、/

3-1/

7-A/

*CMO27μ/

2　 1-C3　 LF

50-AF　 LF

3A-00　 /

*

*CPF、/

FO-01

F1-00

F2-10

F3-1　 1

*DR、/

ACC=F

　 「

ア キ ュム レー タ

シ ミ ュ レ ー タ コ マ ン ド 表 示 例 　 (1)

03AC番 地 にブレークポイン ト設定

プ レーク解除

Accの 内容5を8に 変更

DPHの 内容3を1に 変更

DPLの 内容7をAH(10)に 変更

μCOM43シ リ ー ズ

L/はCR(キ ャ リ ッ ジ ・ リタ ー ン)

囲 　 0270番 地 か ら、オブジ ェク トの内容 を変更 する。

0270:21→C3

0271:50--AF

O272:3A→00

コ マ ン ドに 戻 る。

　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑰　Fポ ー トの状態を変更する。　　　　 。シリーズ下位機種で、有 していないポー トについて指示 した場合、上位機種と同様に表示 をするが、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その内容は全て'0ノ である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 iLowレ ベル:0　 　　　　　　　 。シリーズにない、ポー ト名を入力 した場合'?ノ を表示 し、コマンドに戻る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 Highレ ベル:1　 　　　　　　　　　 例　*CPR/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ?　　　　　 (Rポ ー トは存在 しない)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 *　 　　　　(コ マン ドに戻 る)

　　　　　　　　　　　　　　　　 囲　レジスタ内容を表示する。

DPH=5　 DPL=3　 X=・　3　 　 Y=F　 　 Z=5　 　 W=4　 　 R=2　 　 S=O　 　　 F=:　 0100

　 1　　　　　　　「　　　　　 l　　　　　　l　　　　　　l　　　　　　「　　　　　　「　　　　　　l　　　　　　　l

データポインタH　 データポインタL　　　　　　　　　　ワーキングレジスタ　　　　 .　　　　　　　　　 フラグレジスタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱　μ(OM44/45は ワーキングレジスタ、フラグレジスタがなく、表示 しない。

一79～80一
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デ ィ ス プ レ イ 画 面 レ イ ア ウ ト

*DMOOOO-003A/

0000

0010

0020

0030

0　 0

00

00

00

00　 　 00

00　 　 00

00　 　 00

00　 　 00

0　 0　 　 00'

0　 0　 　 00

00　 　 00

00　 　 00

OU　 　 O　 O　 　 O

OO　 　 O　 O　 　 O

OO　 　 OO　 　 O

OO　 　 OO　 　 O

*DMO32B-0335ピ/

032B　 　 OO　 OO　 OO　 OO　 OO

O330　 　 　00　 　00　 　00　 　00　 00　 0

*

*DPB/　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (注)

BO-O

B1-1

B2-O

B3-1

*S∠ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　(注)

.PC=　 0123　 　 STACK=0100

ACC=　 5　 　 DPH=　　 l　 　 DPL=　 A

　 　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 (注)

*　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　(注)

0

　 シ ミ ュ レー タ コ マ ン ド表 示 例(2)μCOM43シ リー ズ

　 (注)　 　 0000番 地 か ら、003A番 地 の内容 を表示 する。

0-00　 00　 00　 00　 00　 00　 00　 PO

O-00　 　 00　 　 00　 　 00　 　 00　 　 00　 　 00　 　 00

0-0　 0　 　 0　 0　 　 0　 0　 　 0　0　 　 0　 0　 　 0　 0　 　 00　 　 00

0-0　 0　 　 0　 0　 　 00

Bポ ー トの状態を表示す る。

　 ステ ップ トレース を上 う。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (注)PC:プ ログ ラムカウンタ　 　 　 STACK:

LEVEL=　 　2　 　　 STEP=　 　0135　 　 　　　 　 '　 LEVEL:ネ ステ ィングレベル　　 STEP

　 　 X=　 3　 　 Y=　 F　 　 Z=　 5　 　 W=　 4　 　 R=　 2　 　 S=O　 　 　F=　 0111

　 プ レーク時 に も、同様 の表示 を行 う。

　続 けて トレースを行 う場合は、SPACEキ ー を入力 し、行 わない場合は、/を 入力す ると、コマン ドに戻 る。

へーシ

別 紙27/

リターンア ドレス

:(コ マ ン ド実行後のステ ップ数)
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ア イ ス フ レ イ 画 面 レ イ ア ウ ト

*GOOOO∠

*SMOOOOピ/

　

/
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シ ュ ミ レ 一 夕 ・ コ マ ン ド 表 示 例 　 (3)μCδM43シ リ ー ズ

0　 0　0　0　　 0　 1　(SPACE)

0　0　0　 1　　 5　0　(SPACE)

0　0　0　2　　 3　 1　(SPACE)

0003　 8AL/

*GI/

*DRAM/

0

1

2

3

4

5

6

7

ー

囲DPx

O

　
1

　
0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

　
-

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

3

　
1

　
0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

5

1

　
0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

⑰ 　 0000番 地 よ り、 シ ミ ュ レ ー トを行 な う。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

囲 　0000番 地 より、オブジェク トの読み合わせ を行な う
。

　　 CTRL-Vを 入 力すると、音声 出力 をや め、表示のみ

　 行な う。

　　 SPACEキ ー を入力す ると、次のア ドレス をさ してそ

　 のオブ ジェク トを出力する。

　　∠ でコマン ドに戻る。

囲 割込み処理 にジャンプす る。(割 込禁止状態 だと、何 も

　 しないでコマン ドに戻 る。)

囲 　内部RAMの 内容 を表示する。

6

　
-

　
0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

7

-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

1

　
0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

A

-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

B

-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

C

　
-
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ペ ージ

　　　　　 デ ィ ス プ レ イ 画 面 レ イ ア ウ ト　 　 　 　、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 別 紙2g/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ ロ ー チ ャ ー ト作 図　　　 　TLCS43シ リーズ

　　　　****　 　TLCS43　 FLOWCHART　 DRAFTER　 　****

*CPU　 　 　　　　　 　　　　　　:〔TLCS43〕'

*INPUT　 DEUICE(A/B/P)　 　 　 　 　　 　:〔B〕 　　囲 　A: .Drive　 A　 B:Drive　 B　 P:Paper　 TapeReader

*FILE　 NAME　 　 　 　 　　 　:× ×××××××.× ××　 　　固 入力デバイスに、　A又 はBを 選択 した場合

FILE　 NOT　 FOUND　 　 　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　囲 　デ ィレク トリに該当のフ ァイルがない場合

*CHART　 FEED　 FUNCTION(Y/N)　 　 　 :〔Y〕 　　 油 紙送 り装置 の有無 を指定

*DATE　 (MM/DD/YY)　 :× ×/× ×/× ×　　　　　　　 囲　月/日/年 と入力する。

*NORMAL　 START　 POSITION(Y/N)　 :〔Y〕 　　 囲　ソースプ ログ ラムの先頭か ら作図するか どうかの指定

*START　 LABEL　 NAME:× × ××××××　　　 　　　　囲　ソースプ ログ ラムの途中か ら作図する場合

*DRAFT　 READY　 　(Y/N)　 　　　　　　　　　　:〔Y〕

FLOWCHART　 DRAFT　 END
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　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　 ページ

　　　　デ ィス プ レイ画面 レイアウ ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　別 紙31/

　　　　　　　　　　(自 己 診 断)

　　　　****　 　SELF-TESTER　 　****

*　 TERMINAL　 CHECK　 　*

　　 PRINTER　 　 READY?　 　　　　 ⑰　READY?の 後に　　'Y!を 押すとテスト印字を行なう。　 'Nノを押すと省略する。

　　 PLOTTER　 　READY?　 　　　　駐)　　　　　〃　　　　　　　　　テスト　　　　　　　　　　 〃

　　 PUNCHER　 　READY?　 　　　　駐)　　　　　〃　　　　　　　　　テスト　　　　　　　　　　〃

　　 READER　 　　　READY?　 　　　　　個　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　 テスト　　　　　　　　　　　　　〃

　　 VOICE　 G.　 READY?　 　　　　{注)　　　　　〃　　　　　　　　 テスト　　　　　　　　　 〃

**TERMINAL　 ERR6・**　 囲'Yx入 力後5秒 以『にア～ ができなか・=味 礼 次の機器テス トに

　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　移 る。

SELF-TESTER　 END

　 　 　 　 　 　 ,.　 '芸　　　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■…　　　　　　　 .
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　　　　　　　　　　　 島々 ・治　　"　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.α 　'∨'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ページ

　　　　 プ リ ン ト レ イ ア ウ ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 別 紙32/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(自 己診 断 　 プ リンタ 印字 チ ェ ック)

　　 ****　 　SELF-TESTER　 　****

　PRINTER　 CHECK　 *

!"#$%&,()*十,一/0123456789::〈=〉?◎ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駐)ASCIIコ ードの20H～54Hま でを出力する。

‡‡‡‡‡ま‡

*　 END　 *

**　 *　 *

‡ ‡‡

二》
‡

****ま

　　　　　i{i
‡‡‡‡‡

*******

****難

ま‡‡燐 ‡

********

‡‡‡‡‡杢‡‡

囲 終了 メ ッセージを印字 すると改 ページする。
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亭***　 　SELF-TESTER　 ****

　　　　PLOTTER　 　CHECK
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